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小田切市長が就任
　

青
木
前
市
長
の
死
去
に
伴
う
中
野
市
長
選
挙
が
十
一
月
二
十
三
日
行
わ
れ
ま

し
た
。
長
野
県
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
即
日
開
票
の
結
果
を
受
け
、

小
田
切
治
世
さ
ん
（
中
央
３
・
57
歳
）
が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
小
田
切
新
市
長
は
、
十
一
月
二
十
五
日
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
職
員

ら
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
初
登
庁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
就
任
式
で
職

員
に
対
し
「
私
と
一
緒
に
な
っ
て
、
中
野
市
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日
に
告
示
さ

れ
ま
し
た
、
中
野
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
は
、
欠
員
一
に

対
し
て
、
芋
川
吉
孝
さ
ん

（
牛
出
・
63
歳
）
、
一
人
の

立
候
補
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
中
野
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
は
無
投
票
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
二
十
三
日

に
選
挙
会
が
開
か
れ
、
芋
川

さ
ん
の
当
選
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

十
一
月
二
十
三
日
、
中
野
市
長

選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開

票
さ
れ
ま
し
た
。

　

投
・
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

有
権
者
数　
　

三
七
、
八
四
三
人

男　

一
八
、
二
五
五
人

女　

一
九
、
五
八
八
人

投
票
者
数　
　

二
〇
、
九
四
四
人

男　

一
〇
、
一
三
五
人

女　

一
〇
、
八
〇
九
人

投
票
率　
　
　
　

五
五
・
三
四
㌫

男　

五
五
・
五
二
㌫

女　

五
五
・
一
八
㌫

有
効
投
票
数　

二
〇
、
七
五
四
票

無
効
投
票
数　
　
　
　

一
九
〇
票

持
ち
帰
り
・
そ
の
他　
　
　

〇
票

候
補
者
別
得
票
数
（
敬
称
略
）

当　

小
田
切　

治
世

一
三
、
六
二
六
票

次　

高
木　

尚
史

　
　
　
　
　
　
　

七
、
一
二
八
票

市長選挙投・開票結果市
議
会
議
員

　

補
欠
選
挙
の

　
　
　
　

結
果

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

中
野
市
長　

小
田
切　

治
世

　

こ
の
た
び
市
民
の
皆
様
の
力
強

い
ご
支
援
と
、
温
か
い
ご
厚
情
を

い
た
だ
き
「
第
二
代
の
中
野
市

長
」
と
し
て
、
市
政
に
当
た
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

「
市
政
の
舵
取
り
役
」
と
い
う

職
責
の
重
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
期

待
の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
今
回
の
選
挙
に
当

た
り
市
民
の
皆
様
と
お
約
束
し

た
、
「
地
域
医
療
の
充
実
」
を
最

も
重
要
な
政
策
と
し
て
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
農
業
・
商
業
・
工
業
、
文
化

と
芸
術
、
音
楽
、
広
域
観
光
、
教

育
・
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
も
政

策
の
大
き
な
柱
と
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
政

策
と
し
て
は
、
中
野
市
と
北
信
総

合
病
院
と
が
協
力
し
て
、
二
十
四

時
間
体
制
で
電
話
相
談
が
で
き
る

医
療
相
談
所
の
開
設
を
で
き
る
だ

け
早
く
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
売
れ
る
農
業
の
更
な

る
推
進
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
、
工
業
の
活
性
化
、
新
市
民
会

館
の
建
設
、
近
隣
市
町
村
と
の
イ

ベ
ン
ト
の
連
携
、
教
育
・
福
祉
の

面
か
ら
、
医
師
の
確
保
な
ど
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
未
来
に
つ
な
が
る

「
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
を
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
の
中
野
市
の
活
性
化
の
た
め

に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
、
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
中
野
市
を
「
市
民

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意

努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

無
投
票
で

芋
川
吉
孝
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
当
選

▲初登庁後、市職員を前に就任のあいさつ
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写真 つづるで  2008

平
成
20
年
の
主
な
出
来
事

１
月

２
日　

新
春
走
り
初
め
大
会

４
日　

消
防
団
出
初
式

26
日　

中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会

２
月

2
日　

生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

の
輪
を
広
げ
る
集
い

９
日　

地
域
史
講
演
会
「
柳
沢
遺
跡
調
査
速
報
」

９
日　

食
農
フ
ォ
ー
ラ
ム

16
日　

高
野
辰
之
忌

17
日　

綱
引
き
大
会

20
日　

第
１
回
農
村
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
日　

人
権
教
育
講
座

23
日　

「
鳥
の
大
学
」
講
演
会

24
日　

ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ｢

雪
上
運
動
会｣

24
日　

市
民
ス
キ
ー
大
会

26
日　

認
知
症
を
考
え
る
会

３
月

11
日　

上
信
越
自
動
車
道
四
車
線
化
工
事
「
永
江
ト
ン

ネ
ル
」
貫
通
式

15
日　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ　

キ
ャ
ン
プ
イ
ン

20
日　

日
野
原
重
明
氏　

健
康
講
演
会

20
日　

市
民
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー

　
　
　

ズ
激
励
会
」

25
日　

「
中
野
新
配
水
池
」
し
ゅ
ん
工
式

29
日　

「
ま
ち
な
か
交
流
の
家
」
し
ゅ
ん
工
式

31
日　

中
野
ひ
な
市
（
～
４
月
１
日
）

４
月

１
日　

市
の
「
花
・
木
・
鳥
」
を
制
定

８
日　

新
規
就
職
者
激
励
大
会

13
日　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
オ
ー
プ
ン
戦

19
日　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
開
幕
戦
（
対
群
馬
）

22
日　

緑
化
苗
木
頒
布
会

22
日　

中
山
晋
平
生
誕
祭

29
日　

高
野
辰
之
記
念
館
「
菜
の
花
ま
つ
り
コ
ン

　
　
　

サ
ー
ト
」

29
日　

消
防
団
観
閲
式

５
月

４
日　

中
野
市
統
一
成
人
式

9
日　

市
営
豊
田
野
球
場
内
野
等
整
備
工
事
し
ゅ
ん
工

11
日　

水
防
訓
練

18
日　

資
源
物
の
日
曜
日
回
収
を
初
め
て
実
施
（
11

　
　
　

月
ま
で
毎
月
１
回
実
施
）

18
日　

新
緑
ま
つ
り

25
日　

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会

31
日　

な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
開
催(

～
６
月
15
日
）

31
日　

土
砂
災
害
防
災
訓
練

31
日　

中
山
晋
平
記
念
館
「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

６
月

1
日　

斑
尾
ふ
る
さ
と
祭
り

7
日　

鳥
の
大
学
「
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
探
鳥
会
」

８
日　

自
生
草
花
・
生
息
野
鳥
観
察
会

15
日　

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

26
日　

市
長
を
囲
ん
で
ふ
れ
あ
い
ト
ー
キ
ン
グ

７
月

10
日　

南
こ
う
せ
つ
with
ウ
ー
・
フ
ァ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

18
日　

中
野
平
中
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
し
ゅ
ん
工
式

19
日　

中
野
祇
園
祭
（
～
20
日
）

26
日　

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り

27
日　

千
曲
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
～
29
日
）

28
日 

牛
出
地
籍
の
放
置
廃
タ
イ
ヤ
撤
去
作
業
完
了

31
日 

市
営
野
球
場
観
客
席
整
備
工
事
し
ゅ
ん
工

８
月

１
日　

信
州
な
か
の
ふ
る
さ
と
体
験
塾
開
村
式

3
日　

親
子
ふ
れ
あ
い
魚
つ
か
み
ど
り

４
日　

転
入
者
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会

６
日　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
交
流
戦
（
対
西
武

　
　
　

２
軍
）

９
日　

市
長
杯
争
奪
三
高
校
野
球
大
会

14
日　

「
銅
戈
・
銅
鐸
」
展
示
会

15
日　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
公
式
戦
（
対
群
馬
）

22
日　

北
信
州
農
村
女
性
の
つ
ど
い

22
日　

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
中
高
地
区

　
　
　

総
決
起
大
会

23
日　

市
民
音
楽
祭

24
日　

市
民
水
泳
大
会

24
日　

上
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

24
日　

高
野
辰
之
記
念
館
「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

29
日　

山
田
邸
引
渡
式

９
月

１
日　

総
合
防
災
訓
練

13
日　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
公
式
戦
（
対
新
潟
）

13
日　

中
山
晋
平
記
念
館
「
鈴
む
し
コ
ン
サ
ー
ト
」

20
日　

柳
沢
遺
跡
「
銅
戈
・
銅
鐸
」
現
地
説
明
会

　
　
　

（
～
21
日
）

28
日　

第
１
回
信
州
中
野
環
境
祭

10
月

１
日　

㈶
中
野
市
産
業
公
社
設
立

4
日　

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

5
日　

中
山
晋
平
記
念
館
ま
つ
り

9
日　

前
中
野
市
長　

青
木
一
氏
逝
去

12
日　

国
際
交
流
の
集
い

18
日　

ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ
「
Ｓ
ケ
ン
帝
王
決
定

　
　
　

戦
」

21
日　

晋
平
・
辰
之
メ
モ
リ
ア
ル

25
日　

な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ

25
日　

な
か
の
景
観
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

26
日　

前
中
野
市
長　

故
青
木
一
氏　

中
野
市
葬

11
月

1
日　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー

5
日　

小
学
校
合
同
音
楽
会

６
日　

認
知
症
を
考
え
る
会

9
日　

駅
伝
大
会

10
日　

音
声
告
知
放
送
開
始

15
日　

中
野
え
び
す
講
・
産
業
展
（
～
16
日
）

15
日　

我
が
家
の
料
理
大
集
合
き
の
こ
・
果
実
料
理

　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
発
表
会

16
日　

も
み
じ
祭
り

23
日　

市
長
選
挙
投
・
開
票　

小
田
切
治
世
氏
が
初

　
　
　

当
選

23
日　

消
防
団
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

25
日　

小
田
切
治
世
市
長
初
登
庁　

28
日　

差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

30
日　

晋
平
忌

12
月

１
日　

議
会
改
革
住
民
説
明
会
（
～
５
日
「
予
定
」
）

（
以
降
、
予
定) 

５
日　

人
権
の
つ
ど
い

９
日　

婦
人
の
つ
ど
い

31
日　

高
社
山
越
年
登
山

平成20年も残すところ、あと、わずかとなりました。

今年は皆さんにとって、どんな年だったでしょうか … 。

消防団出初式地域史講演会「柳沢遺跡調査速報」日野原重明氏　健康講演会「中野新配水池」しゅん工式「まちなか交流の家」しゅん工市の「花・木・鳥」を制定

中野市統一成人式南こうせつ wit ウー・ファンコンサート千曲川ラフティング市営野球場観客席整備工事しゅん工「銅戈・銅鐸」展示会信濃グランセローズ公式戦（対群馬）

第１回信州中野環境祭㈶中野市産業公社設立晋平・辰之メモリアル前中野市長　故青木一氏　中野市葬音声告知放送開始小田切治世市長初登庁
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収 入 名 予 算 額

地 方 交 付 税 61 億 5,364 万円

市 税 58 億 3,134 万円

諸 収 入 19 億 8,214 万円

国 庫 支 出 金 14 億 8,355 万円

県 支 出 金 13 億 4,406 万円

市 債 13 億 2,914 万円

そ の 他 26 億 2,670 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【39億2,220万円】（63.7％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【29億4,998万円】（50.6％）

　　　　　　【12億1,799万円】（61.4％）

　【2億6,911万円】（18.1％）　

【1億0,983万円】（8.2％）

【2億1,740万円】（16.4％）

　　　　　　　　　　　【10億2,460万円】（39.0％）

歳　　入 収入済額　97億1,111万円
収入率　　46.8％

歳　　出
支 出 名 予 算 額

民 生 費 44 億 6,852 万円

土 木 費 37 億 6,820 万円

総 務 費 37 億 1,119 万円

公 債 費 26 億 5,199 万円

衛 生 費 16 億 5,001 万円

教 育 費 14 億 6,662 万円

農 林 水 産 業 費 14 億 6,139 万円

そ の 他 15 億 7,265 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【17億2,065万円】（38.5％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【17億7,029万円】（47.0％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【7億0,903万円】（19.1％）

　　　　　　　　　　　　　　　　【13億6,914万円】（51.6％）

　　【5億7,399万円】（34.8％）

【5億9,725万円】（40.7％）
【3億7,711万円】（25.8％）

　【7億8,580万円】（49.9％）

一般会計 予算額　207億 5,057万円
〈平成19年度繰越明許費含む〉

　市では毎年２回、財政状況を市民の皆さんにお知らせしています。
　今回は、平成20年4月1日から平成20年9月30日までの財政状況で、市民
の皆さんに納めていただいた税金や国からの地方交付税等の歳入状況と、
これにより行われたさまざまな事業の歳出状況をお知らせするものです。

財政状況 ～平成20年度上半期～

市
の
財
産

土 地 190万3,073㎡

建 物 21万9,748㎡

基 金 78億2,181万円

市
の
借
金

市 債 497億7,704万円

一時借入金 0円

債務負担
5億6,318万円（　　 ）将来にわたる

債務の負担

特別・企業会計予算の執行状況
会 計 名 予 算 額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率
国民健康保険事業 49億7,642万円 17億5,779万円 35.3％ 20億9,890万円 42.2％
老人保健医療事業 7億1,110万円 3億8,710万円 54.4％ 3億8,298万円 53.9％
後期高齢者医療事業 3億8,540万円 1億4,038万円 36.4％ 1億4,932万円 38.7％
介 護 保 険 事 業 29億7,079万円 10億9,265万円 36.8％ 11億8,810万円 40.0％
社会就労ｾﾝﾀｰ事業 9,994万円 2,999万円 30.0％ 4,014万円 40.2％
住宅改修資金貸付事業 749万円 505万円 67.4％ 525万円 　70.2％
倭 財 産 区 事 業 242万円 57万円 23.5％ 6万円 　2.7％
永 田 財 産 区 事 業 44万円 9万円 20.8％ 3万円 　7.0％
中 野 財 産 区 事 業 403万円 204万円 50.6％ 19万円 　4.9％
情報通信施設事業 7,159万円 1,535万円 21.4％ 1,466万円 20.5％
下 水 道 事 業 22億8,340万円 5億8,452万円 25.6％ 8億2,972万円 36.3％
農業集落排水事業 6億5,519万円 2億9,873万円 45.6％ 2億8,089万円 42.9％
水 道 事 業 8億3,944万円 7億5,873万円

　　　　　…予算額
　　【　】…支出済額
　　　　　…執行率（　）

　　　　　…予算額
　　【　】…収入済額
　　　　　…収入率（　）

　

今
ま
で
、
中
野
地
域
と
豊
田
地

域
で
異
な
っ
て
い
た
「
水
道
料

金
、
加
入
者
分
担
金
、
各
種
手
数

料
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年

四
月
か
ら
統
一
し
ま
す
。

　

中
野
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
水
道
料
金
等
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
豊
田
地

域
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
水
道

料
金
が
口
径
別
料
金
表
に
な
る
な

ど
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

　

統
一
さ
れ
た
料
金
で
は
、
口
径

が
十
三
㍉
の
場
合
で
、
例
え
ば
一

カ
月
あ
た
り
二
十
立
方
㍍
使
用
し

た
場
合
、
消
費
税
込
み
の
水
道
料

金
が
三
千
百
五
十
円
と
な
り
、
豊

田
地
域
で
は
、
統
一
前
の
水
道
料

金
に
比
べ
、
八
百
二
十
九
円
の
減

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
給

水
装
置
に
つ
い
て
、
市
が
修
理
を

行
う
部
分
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

中
野
地
域
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
第
一
止
水
栓
か
ら
下

流
（
住
宅
側
）
の
部
分
に
つ
い

て
、
使
用
者
ま
た
は
所
有
者
の
皆

さ
ん
に
修
理
費
用
を
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

二
十
一
年
四
月
か
ら
は
量
水
器

（
メ
ー
タ
ー
）
ま
で
の
修
理
に
つ

い
て
は
市
が
行
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。
（
給
水
装
置
を
適
切
に
管
理

し
て
い
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
修
理
が
生
じ
た
原
因
が
使
用

者
ま
た
は
所
有
者
に
よ
る
も
の
は

除
き
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、
後
日
配
布
す
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
経
費
の
節
減
な
ど
に

よ
り
、
水
道
事
業
の
経
営
の
健
全

化
を
図
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限

り
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
多
く

な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
監
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
８
）

平
成
21
年
4
月
使
用
分
か
ら

水
道
料
金
等
を
統
一
し
ま
す

0 10億 20 億 30億 40 億 50億 60 億 70億

0 10億 20 億 30億 40 億0 10億 20億 30億 40億

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億

　

い
よ
い
よ
冬
将
軍
が
や
っ
て
き

ま
す
。冬
期
間
は
凍
結
に
よ
る「
水

道
管
の
破
裂
」
や
「
水
道
が
出
な

い
」
な
ど
の
事
故
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
の
で
、
水
道
管
の
立

ち
上
が
り
に
、
保
温
材
や
保
温
器

具
（
凍
結
防
止
帯
は
コ
ン
セ
ン
ト

の
確
認
）
を
使
っ
た
り
、
不
凍
栓

等
を
閉
め
蛇
口
か
ら
水
抜
き
す
る

な
ど
、
凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
凍
栓
に
よ
っ
て
は
、

管
理
方
法
を
誤
る
と
漏
水
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。（
バ
ル
ブ
を
最
後
ま
で
し
っ

か
り
閉
め
る
）

※
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
寒
く
な
る
前
に
冬
の
管
理

方
法
を
、
大
家
さ
ん
ま
た
は
不

動
産
業
者
の
方
に
、
確
認
し
て

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
冬
期
間
長
期
に
家
を
空
け
る
な

ど
不
在
と
な
る
場
合
、
止
水
栓

で
閉
栓
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
上
下
水
道
課
で
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

開
栓
す
る
際
も
手
続
き
の
ほ
か

手
数
料
五
百
円
が
か
か
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
（
二
カ

月
に
一
回
）
は
各
月
一
日
か
ら
八

日
の
間
に
行
い
ま
す
。

　

冬
期
間
（
十
二
月
～
三
月
）
は

積
雪
等
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
上
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
除
雪
等
が
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る

こ
と
が
困
難
な
た
め
、
認
定
水
量

(

過
去
の
使
用
量
を
参
考
に
し
て

決
め
る
水
量)

で
検
針
し
た
も
の

と
み
な
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

検
針
（
認
定
水
量
）
の
結
果
は

「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

に
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
場

合
も
、
水
道
料
金
は
使
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
月
に
一
回

は
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
中
野
地
域
の
方
…
水
道
工
事
を

依
頼
す
る
先
が
わ
か
ら
な
い
場

合
ま
た
は
休
日
（
年
末
年
始
）

に
自
宅
の
水
道
施
設
の
障
害
が

発
生
し
た
時
は
、
☎
０
９
０
‐

４
９
２
２
‐
０
２
５
６
ま
た

は
☎
０
９
０
‐
７
８
１
８
‐

６
６
７
４
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

市
が
指
定
し
た
緊
急
工
事
当
番

店
が
対
応
し
ま
す
。

○
豊
田
地
域
の
方
…
最
寄
の
指
定

工
事
店
ま
た
は
豊
田
支
所
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始(

十
二
月
二
十
七

日
か
ら
一
月
四
日
ま
で)

の
転

入
転
出
に
よ
る
開
閉
栓
は
で
き

ま
せ
ん
。
水
道
を
使
用
す
る
場

合
は
、
十
二
月
二
十
六
日
の
午

前
中
ま
で
に
手
続
き(

市
役
所

上
下
水
道
課
の
窓
口
へ
、
電
話

不
可)

を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
年
末
年
始
に
転
出
す

る
場
合
は
、
一
月
五
日
か
ら
営

業
し
て
い
ま
す
の
で
手
続
き(

電

話
可)

を
お
願
い
し
ま
す
。

緊
急
（
破
損
、
漏
水
）
工
事

の
連
絡
先

検
針
に
ご
協
力
を
！

問
い
合
わ
せ
先

◇
水
道
管
等
工
事
・
修
理
に
関
す
る
こ
と

　

市
役
所
上
下
水
道
課
上
水
道
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
８
２
）

◇
検
針
・
上
下
水
道
料
金
に
関
す
る
こ
と　

　

市
役
所
上
下
水
道
課
営
業
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線
２
８
４
）

水道管にも
　　冬支度を
～凍結による破損
　　にご注意を！～



平成20年12月号9 平成20年12月号 8

中野市における差押え件数
差押財産 平成19年度 平成18年度 平成17年度
預金差押 ８２件 　４８件 　８０件
給料差押 ２３件 　１３件 　４１件

その他の債権差押 １３件 　１８件 　１８件
動産差押 　4件 　　７件 　　０件
不動産差押 ３２件 　９７件 　８２件

計 １５４件　 １８３件 ２２１件

地方税法で年率14.6％と定められています。

▼計算方法　
延滞金＝税額(1,000円未満切捨て)×延滞した日数×年率／365

　なお、納期限から１カ月の間は、前年11月末日にお
ける商業手形の基準割引率に年４％の割合を加算した
割合で計算されますので、平成20年は年率４.７％と
なります。

延 滞 金

市税に関するご相談はお早めに市役所税務課へ　☎（22）２111
○市県民税・国民健康保険税・軽自動車税　　 … 課税係（内線225）
○固定資産税・都市計画税・償却資産 　　　　… 資産係（内線226）
○市税の納付・口座振替・インターネット公売 … 収納係（内線227）
☆税務課ホームページ：http://www.city.nakano.nagano.jp/city/zeimu/index.htm

納め忘れがないように、便利で安心、手続き簡単な「口座振替」をお勧めします。
取扱金融機関：八十二銀行、中野市農協、北信州みゆき農協、長野信用金庫、
　　　　　　　長野銀行、長野県信用組合、長野県労働金庫、ゆうちょ銀行

インターネット公売随時実施中インターネット公売随時実施中
　インターネット公売とは、各行政機関が
滞納者から差押えた財産を、インターネット
を利用して、国税徴収法などに基づき売却

（公売処分）する手続きの一部です。
中野市インターネット公売ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/koubai/index.html

　

市
税
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
う
た
め
の
費
用
を
、
所
得

や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、
皆
さ

ん
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ

た
方
と
、
納
期
内
に
納
付
が
な

か
っ
た
方
と
の
不
公
平
を
な
く

し
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
次
の
よ
う
に
適
切
な
滞

納
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
督
促
状
の
送
達

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
地
方
税

法
に
よ
り
、
納
期
限
か
ら
二
十

日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
督
促
状
が

届
く
と
、
督
促
料
と
し
て
百
円

加
算
さ
れ
ま
す
。

○
延
滞
金
の
加
算

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
期

内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
本
税
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
税

法
で
定
め
ら
れ
た
次
の
と
お
り

で
す
。

○
滞
納
処
分（

財
産
の
差
押
え）

　

地
方
税
法
で
は
、
督
促
状
が

送
付
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し

て
、
十
日
を
経
過
し
た
日
ま
で

に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
付
に
応
じ
な
い
等

の
悪
質
と
思
わ
れ
る
滞
納
者
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
預
貯
金
、
給

与
、
不
動
産
な
ど
の
差
押
え
に
加

え
、
新
た
に
自
動
車
の
差
押
え
を

実
施
す
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

～
日
ご
ろ
よ
り
、
市
税
の
納
期
内
納
付
に
つ
い
て

　
　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

市
税
の
納
期
内
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

償
却
資
産
は
平
成
二
十
一
年

二
月
二
日
ま
で
に
申
告
を
！

　

償
却
資
産
と
は
、
個
人
や
法
人

で
工
場
・
商
店
・
農
業
な
ど
の
事

業
を
営
む
方
が
、
そ
の
た
め
に
使

用
す
る
機
械
・
器
具
・
備
品
（
土

地
や
家
屋
以
外
）
の
こ
と
で
、
償

却
資
産
に
は
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
十
二
月
中
に
、
「
申
告

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
「
申

告
書
」
が
届
か
な
か
っ
た
方
で
、

対
象
と
な
る
償
却
資
産
を
お
持
ち

の
方
は
必
ず
申
告
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
年
中
に
次
の
異
動
が
あ
っ

た
方
は
平
成
二
十
一
年
二
月
二

日
ま
で
に
届
け
出
を
！

・
家
屋
滅
失
届

　

平
成
二
十
年
中
に
家
屋
を
取

り
壊
し
た
り
、
取
り
壊
す
予
定

の
あ
る
方
は
、
家
屋
滅
失
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
屋
滅
失
届
を
届
出

い
た
だ
く
と
、
翌
年
度
か
ら
取

り
壊
し
た
家
屋
に
は
固
定
資
産

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
土
地
の
地
目
変
更
届

　

平
成
二
十
年
中
に
、
田
か
ら

畑
へ
、
山
林
か
ら
雑
種
地
へ
な

ど
、
現
況
の
地
目
を
変
更
さ
れ

た
場
合
は
、
土
地
の
地
目
変
更

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

償却資産の申告と
固定資産の異動届
について

　市の自主財源を確保し、市民サービスの向上を
図るため、昨年度に引き続き、平成21年度に発行
する各種納税通知書用封筒の裏面に、有料広告を
掲載していただける事業者等を募集します。
　なお、掲載の可否は、市の審査委員会で決定し
ます。
　お店や会社のPRなど、暮らしに役立つ広告を
お待ちしています。
【掲載募集封筒】
　①固定資産税・都市計画税納税通知書用
　②軽自動車税納税通知書用
　③市民税・県民税納税通知書用（普通徴収者用）
　④国民健康保険税納税通知書用（普通徴収者用）
【封筒の規格】　
　各封筒（縦）12．0㎝×（横）2３．５㎝
【広告枠の規格】　
　各封筒（縦）６．0㎝×（横）９．0㎝

「平成21年度各種納税通知書用封筒」への
　　　　　　　　　　　有料広告掲載の広告主を募集します

税　　　目 予定発送通数 予定発送時期
固定資産税・都市計画税 18,000 通 ４月中旬

軽自動車税 7,５00 通 5月中旬
市民税・県民税 12,000 通 ６月中旬
国民健康保険税 7,000 通 ７月中旬

【発送通数および発送時期】

【最低募集価格】　
　①固定資産税・都市計画税納税通知書用…３0,000円
　②軽自動車税納税通知書用…12,000円
　③市民税・県民税納税通知書用…20,000円
　④国民健康保険税納税通知書用…11,000円
【申込期限】　
　平成21年１月1５日㈭
　※詳しくは、お問い合わせください。
　ホームページ
　http://www.city.nakano.nagano.jp/city/zeimu/index.htm
　問い合わせ先　
　市役所税務課課税係（☎（22）２１１１内線２２5）

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
多
く
の
納

税
義
務
者
は
所
得
税
が
減
少
し
、

そ
の
減
少
相
当
分
だ
け
個
人
住
民

税
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
退
職
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
の
所

得
は
あ
っ
た
が
、
平
成
十
九
年
の

所
得
が
な
く
な
っ
た
方
は
、
平
成

十
九
年
分
の
所
得
税
が
発
生
し
な

い
た
め
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い

て
個
人
住
民
税
の
増
額
の
み
生
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
平
成
十
九
年
度
分
の
個

人
住
民
税
額
を
減
額
（
還
付
）
す

る
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

市
か
ら
の
通
知
が
届
い
て
い
る

方
で
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
（
提
出
）
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

・
住
宅
用
地
異
動
申
告
書

　

住
宅
用
家
屋
を
改
築 (

事
務

所
か
ら
住
宅
等) 

な
ど
で
用
途

変
更
さ
れ
た
方
、
ま
た
宅
地
の

利
用
状
況
等
に
異
動
が
あ
っ
た

方
は
、
住
宅
用
地
異
動
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
、
届
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
市
役
所
税
務
課
資
産
係
お

よ
び
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
総
務

係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
償
却
資
産
の
申
告
書
以

外
に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w.city.nakano.nagano.jp/

city/zeim
u/index.htm

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
資
産
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
１
２
２
） 

平
成
十
九
年
度
分 

市
・
県
民
税
減
額
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

平成20年度国民健康保険税第6期、固定資産税・都市計画税第３期の納期限は平成21年1月５日㈪です。
口座振替日については、年末年始のため12月26日㈮となりますので口座の残高確認をお願いします。
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四
十
五
回
目
と
な
る
中
山
晋
平

記
念
音
楽
賞
の
入
選
曲
が
下
表
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
審
査
は
、
社
団
法

人
全
日
本
吹
奏
楽
団
連
盟
総
務
部

長
の
藤
森
章
氏
と
信
州
大
学
名
誉

教
授
の
吉
本
隆
行
氏
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
応
募
総
数
二
百
曲
の
中
か

ら
優
秀
賞
七
曲
、
佳
作
六
曲
、
あ

わ
せ
て
十
三
曲
の
入
選
曲
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
賞
入
選
曲
は
、
来

年
一
月
二
十
四
日
㈯
の
入
選
曲
発

表
会
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
3
９
４
）

第
45
回
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞

　
　
　
　
入
選
曲
13
曲
が
決
定
し
ま
し
た

（敬称略）　　　　　　　　中山晋平記念音楽賞作曲募集入選曲

部門 賞名 曲名
作曲者 作詞者

学校名 市町村名
氏名 学年 氏名 学年

小
学
校

優秀賞 ふわふわ雲 小林祐嘉 小５ 同左 小５ 平野小学校 中野市
〃 祭 小平七海 小５ 同左 小５ 箕輪北小 箕輪町
〃 魔法の夜 田中敬乃 小５ 同左 小５ 箕輪北小 箕輪町
〃 バスケ大好き 轟真波 小６ 同左 小６ 大豆島小 長野市

佳作 楽しい図工 橋本十威 小５ 同左 小５ 平野小学校 中野市
〃 その先には夢が 古幡大河 小５ 同左 小５ 平野小学校 中野市
〃 くだものハウス 武田優香 小３ 同左 小３ 平岡小 中野市
〃 光り輝く星 佐野太一 小６ 同左 小６ 平岡小 中野市
〃 マイフレンド 津久田和佳奈 小６ 同左 小６ 大豆島小 長野市

中学校 優秀賞 春のよろこび 倉田亜紀奈 中２ 同左 中２ 南箕輪中 南箕輪村
高校 優秀賞 一輪花 有沢あすか 高３ 同左 高３ 松本深志高等学校 松本市
仙台市 佳作 白いキャンバス 長谷川怜美 小６ 同左 小６ 国見小学校 仙台市
北茨城市 優秀賞 晴れ空 関根美穂 中３ 同左 中３ 中郷中学校 北茨城市
※優秀賞受賞者の出身学校には、学校奨励賞を贈呈します。

　これからの時期、ホームタンクや農業用重油タン
ク等からの油漏れ事故が多発します。
　灯油や重油が河川などに流入すると、水道水源の
汚染や魚類・農作物などへの被害を及ぼす恐れがあ
り、油の回収などの費用は原因者の負担となるた
め、場合によっては莫大な費用を負担しなければな
らない事もあります。
　ホームタンクから小分けする際には十分に注意す
るとともに、日ごろからタンクや配管の点検・管理
を行い、漏えい事故を防ぎましょう。

　側溝、河川、土壌、道路等へ流出させてしまっ
た場合、または異常を発見したときは、速や
かに岳南広域消防本部（☎（23）０１１９）、
市役所環境課（☎（22）２１１１内線 247）、
北信地方事務所環境課（☎（22）３１１１）
までご連絡ください。

タンクからの油漏れにご注意を！！

日ごろの点検５か条！　～今すぐ点検してみましょう～
チェック 点　検　項　目
□ タンクや配管に腐食や亀裂などの異常はあり

ませんか？
□ タンクはしっかり固定されていて、タンクの

下には防油提が設置されていますか？
□ 落雪や積雪などでタンクや配管が破損しない

ように、安全な場所に設置されていますか？
□ 灯油の小分け中にその場を離れたり、バルブ

を閉め忘れたりはしていませんか？
□ 灯油が極端に減っていたり、タンクの周りが

灯油臭いなどの異常はありませんか？

　

市
で
は
、
冬
の
交
通
を
確
保

し
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
守
る
た

め
、
道
路
の
除
雪
を
早
朝
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
が
効
率
よ
く
行
わ
れ

る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
次
の
点
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、

除
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
作
業
車
に
は
近

寄
ら
な
い
で
！

　

除
雪
作
業
車
の

三
十
㍍
以
内
は
大

変
危
険
で
す
の

で
、
近
寄
ら
な
い

よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
除
雪
作

業
車
は
前
方
十

㍍
以
内
が
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
車
で
追

い
越
し
を
す
る
場
合

は
、
十
分
ご
注
意
い
た

だ
き
、
無
理
な
追
い
越

し
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

●
道
路
に
は
物
を
置
か
な
い
で
！

　

各
家
庭
の
出
入
口
か
ら
道
路
へ

出
る
除
雪
は
、
各
戸
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
道
路
に
は
雪
を
絶

対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
沿

道
の
木
、
庭
木
、
垣
根
の
枝
の
は

み
出
し
に
つ
い
て
も
、
各
戸
で
伐

採
を
し
て
い
た
だ
き
、
沿
道
の
障

害
物
も
雪
が
降
る
前
に
片
付
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
障
害
物

（
木
材
、
鋼
材
）
が
路
上
に
あ
る

と
、
除
雪
作
業
車
に
よ
る
重
大
事

故
の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
し
た
ら
片

付
け
ま
し
ょ
う
！

　

屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
行
い
、
道

路
に
落
ち
た
雪
は
、
火
災
な
ど
緊

急
の
場
合
や
交
通
の
危
険
防
止
の

た
め
、
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
歩
道
や
路
肩
の
除
雪
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！

　

歩
道
や
路
肩
は
、
除
雪
車

で
の
除
雪
が
困
難
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
沿
道
の
空
地
や 

　

田
畑
の
使
用
に

　

ご
協
力
を
！

　

道
路
沿
い
の
空

地
や
田
畑
に
、
除

雪
し
た
雪
を
捨
て

さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
除
雪
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
は
、
各
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
中
野
地
域
の
方

　

市
役
所
道
路
河
川
課
維
持
係

　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
３
）

◆
豊
田
地
域
の
方

　

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
振
興
係

　

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

冬
到
来
！
除
雪
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
適
正
な
維
持
管
理

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
き
れ
い
な
水

を
川
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
装
置

で
、
河
川
の
汚
濁
を
防
ぐ
た
め
年

一
回
、
日
ご
ろ
行
っ
て
い
る
保
守

点
検
や
清
掃
と
は
別
に
、
県
知
事

が
指
定
し
た
㈳
長
野
県
浄
化
槽
協

会
が
行
う
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
査

日
程
に
つ
い
て
は
㈳
長
野
県
浄
化

槽
協
会
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

浄
化
槽
の
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
内
で
発
生
し
た
汚
泥
を

引
き
抜
く
清
掃
作
業
を
年
一
回
以

上
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
清
掃
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
次
の
許
可
業
者
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
㈲
中
野
環
境
サ
ー
ビ
ス

　

中
野
一
五
五
九
‐
一

　

☎
�
３
０
７
２

○
㈲
徳
竹
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス　

片
塩
七
八
‐
二

　

☎
�
４
４
６
５

○
小
嶋
重
子
（
小
嶋
工
業
）

　

長
野
市
豊
野
町
豊
野
九
一
二

　

☎
０
２
６
（

２
５
７
）

２
１
９
６

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

浄
化
槽
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
中
野
市
環
境
基
本
計

画
に
基
づ
く
平
成
十
九
年
度
の
環

境
の
状
況
に
関
す
る
報
告
書
と
し

て
、「
平
成
二
十
年
度
中
野
市
環

境
白
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
白
書
は
、
環
境
基
本
計
画

に
掲
げ
た
評
価
指
標
や
施
策
に
対

す
る
進
行
状
況
を
中
心
に
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
冊
子
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
直
接
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w.

city.nakano.nagano.jp/city/
kankyo/index.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

中
野
市
環
境
白
書
を
作
成
し
ま
し
た

平
成
20
年
度
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好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ
と

が
効
果
的
な
か
ぜ
の
予
防
策

　

十
二
月
は
子
ど
も
の
か
ぜ
予

防
の
た
め
の
食
生
活
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

寒
い
冬
に
な
る
と
体
力
の
弱

い
子
ど
も
は
、
ど
う
し
て
も
か

ぜ
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
頃
か
ら
注
意
し
て

摂
り
た
い
栄
養
素
は
、
良
質
な

た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な

ど
で
す
。
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
か
ぜ
に
対
す
る
免
疫

力
を
高
め
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
か
ぜ
の
ウ
イ

ル
ス
侵
入
の
入
り
口
に
な
る
粘

膜
と
皮
膚
を
強
く
し
て
、
免
疫

機
能
を
維
持
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１
は
糖
質
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
か
わ
る
の
を
助
け
、

疲
労
回
復
に
役
立
ち
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
神
経
の
働
き

を
整
え
、
解
毒
作
用
も
あ
り
、

特
に
白
血
球
の
働
き
を
助
け
、

ウ
イ
ル
ス
へ
の
攻
撃
力
を
高
め

る
働
き
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
発
熱
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を

や
わ
ら
げ
ま
す
。　
　
　
　

　

乳
製
品
や
大
豆
製
品
は
、
良

質
の
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ１
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

か
ぼ
ち
ゃ
、
に
ん
じ
ん
、
小

松
菜
、ほ
う
れ
ん
そ
う
、ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
緑
黄
色
野
菜
は
体

内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
わ
る
β

‐
カ
ロ
チ
ン
を
多
く
含
み
ま
す
。

こ
れ
ら
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多

く
含
む
大
根
、
白
菜
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
な
ど
の
淡
色
野
菜
や
果

物
を
加
え
、
不
足
の
な
い
よ
う

に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
総
体
的
に
子
ど
も
は
、

酸
味
、
苦
み
、
香
り
が
強
く
、

ま
た
、
か
た
く
て
食
べ
に
く
い

食
材
を
嫌
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
な
ど
で
香
り

を
や
わ
ら
げ
た
り
、
食
材
は
小

さ
く
切
る
、
す
り
お
ろ
す
、
軟

ら
か
く
な
る
ま
で
よ
く
煮
込
む

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
満
遍
な

く
摂
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て

抵
抗
力
を
持
っ
た
、
か
ぜ
を
ひ

き
に
く
い
丈
夫
な
体
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

　市では、本年７月から進めてきました事務事業評価について、この度、中野市行政改革推進本部におい
て最終評価を決定しました。決定した評価を基に、多種多様な市民ニーズに対応するため、常に評価に基
づく事務事業の推進に努めてまいります。最終評価は、ＡＡ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階の評価としました。
　それぞれの評価の意図するものは次のとおりです。

事　　業　　名 評価 事　　業　　名 評価 事　　業　　名 評価 事　　業　　名 評価

くらしの便利帳作成事業 Ａ 青少年健全育成市民集会開催事業 Ａ 地域交流事業（豊田人権センター） Ｂ 地元農産物消費拡大対策事業 Ａ

千曲川・犀川フォトコンクール Ｂ 親子ふれあい魚つかみどり事業 Ａ 人権教育懇談事業（豊田人権センター） Ａ 農産物パンフレット作成 Ａ

ふるさと交流事業 ＡＡ 放課後子ども教室推進事業 Ａ 子ども人権教室開催事業
（豊田人権センター） Ｂ おいしい年賀状景品 Ａ

不登校児童指導員配置事業（小学校）ＡＡ 地域子育て支援拠点事業 Ａ 男女共同参画推進出前講座 Ａ 景気対策特別相談事業 Ａ

教育研究講師派遣事業（小学校） Ａ 病児・病後児保育事業 Ａ 男女共同参画推進啓発事業 Ａ 観光パンフレット等印刷経費 Ａ

就学指導調査等事業 Ａ 認可外保育施設児童対策事業補助金 Ａ 農作業安全推進事業 Ｂ 北回廊プロジェクト事業 Ｃ

中間教室指導事業 Ａ 長野県市町村対抗駅伝競走大会補助事業 Ｂ 農家組合長事務委託 Ａ 広告経費 Ｂ

不登校生徒指導員配置事業（中学校）AＡ B＆G少年の船参加費補助事業 Ｃ 農村女性活動推進事業 Ａ 楽市楽座参加経費 Ｃ

教育研究講師派遣事業（中学校） Ａ 少年柔道大会補助事業 Ｂ 農業経営技術奨励事業 Ｂ 地域景観整備事業（修景事業） Ａ

週末部活動支援事業 Ｂ 中高柔道大会補助事業 Ｂ 農地・水・環境保全向上対策事業 Ａ 地域景観整備事業補助金
（協議会運営事業） Ａ

公民館報発行事業 Ａ 自然・野鳥観察会 Ａ 循環農業推進事業 ＡＡ 地域景観整備事業補助金（緑化管理事業） B

北部地区地域文化創造祭
（北部公民館文化祭） Ａ 人権広報啓発 Ｂ みどりの少年団事業 ＡＡ 人にやさしい建築物整備促進事業 Ａ

豊田地域創造祭開催事業
（豊田公民館文化祭） Ａ 地域交流事業（中野人権センター） Ｂ 射撃講習会補助金 Ａ

問い合わせ先
市役所政策情報課行政管理係
☎（２２）２１１１（内線４０１）

障害児相談 Ａ 人権教育懇談事業（中野人権センター） Ａ 信州の森林づくり事業補助金 Ａ

医療費通知事業 Ａ 子ども人権教室開催事業
（中野人権センター） Ｂ 消費宣伝・調査・情報発信事業

（情報発信推進委託料） Ａ

～事務事業最終評価の内容～

平成20年度事務事業評価の最終評価を決定しました

年末の交通安全運動
期　　間　１２月１１日㈭～3１日㈬
重点事項
①飲酒運転の根絶
②高齢者の交通事故防止
③全ての座席のシートベルトとチャイルド　
シートの正しい着用の徹底
④夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の
交通事故防止

『信濃路は　ルールとマナーの　走るみち。』

年末特別警戒の実施
『年の暮れ　みんなでつくろう　安心の街』
①金融機関等強盗事件及び振り込め詐欺被害
の防止
②街頭犯罪等の抑止
③制服警察官の街頭進出による各種犯罪の抑止

　

携
帯
電
話
に
『
情
報
サ
イ
ト
の

利
用
料
金
が
未
納
な
の
で
連
絡
す

る
よ
う
に
』
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
不
特
定
多
数
の
人
に
発
信
さ

れ
る
架
空
請
求
メ
ー
ル
で
す
。
請

求
内
容
や
業
者
名
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
一
度
連
絡
を
取
る
と
、
脅

迫
ま
が
い
の
不
当
な
請
求
を
受
け

た
り
、
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を

相
手
に
知
ら
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、

絶
対
に
連
絡
を
取
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。
万
一
、
連
絡
を
取
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
、
一
切
関
わ
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
送
信

者
が
、
携
帯
電
話
の
番
号
や
ア
ド

レ
ス
か
ら
個
人
を
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
お
金
を
振
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
り
、
督
促
の
電
話
が
止
ま

ら
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
に
被
害
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
電
話
会
社
は
各
社
迷
惑

メ
ー
ル
対
策
を
と
っ
て
お
り
、
着

信
拒
否
や
情
報
提
供
が
可
能
で
す
。

設
定
方
法
や
通
報
の
仕
方
は
会
社

ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

一
方
、
え
び
す
講
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
た
中
野
市
産
業
展

に
は
北
茨
城
市
か
ら
参
加
が
あ

り
、
海
産
物
・
水
産
加
工
品
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
特
産
品
を
通
じ
た
交
流

は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。

北
茨
城
市
「
雨
情
の
里
港
ま

つ
り
」
で
秋
の
味
覚
を
Ｐ
Ｒ

　

十
一
月
二
日
㈰
、
姉
妹
都
市

北
茨
城
市
で
行
わ
れ
た
「
雨
情

の
里
港
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
今
年
で
二

十
回
目
を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
。

会
場
で
は
、
新
鮮
な
海
の
幸
や

特
産
品
の
販
売
、
サ
ン
マ
つ
か

み
取
り
、
ア
ン
コ
ウ
汁
の
提
供

な
ど
が
あ
り
、
地
元
だ
け
で
な
く

首
都
圏
か
ら
も
大
勢
訪
れ
、
十
万

人
余
り
の
賑
わ
い
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
な

ど
と
と
も
に
参
加
。
中
野
市
産
の

新
鮮
な
キ
ノ
コ
、
リ
ン
ゴ
、
巨
峰
、

梨
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
早
朝

か
ら
客
足
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
き
の
こ
汁
の
試
食
は
三
千
食

余
り
を
提
供
。
「
い
ろ
い
ろ
な
き

の
こ
が
入
っ
て
い
て
、
体
も
温
ま

り
、
と
て
も
お
い
し
い
」
と
好
評

で
、
お
か
わ
り
を
求
め
る
人
も
い

ま
し
た
。

　

今
月
中
旬
に
は
、
歳
末
恒
例
の

「
中
野
市
産
ふ
じ
の
リ
ン
ゴ
頒
布

会
」
も
北
茨
城
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

▲りんご詰め放題の様子

最終評価・・・【ＡＡ】拡大、【Ａ】現状継続、【Ｂ】改善継続、【Ｃ】縮小、　【Ｄ】統合または廃止

　市内を訪れる方々に農産物などの直売所や
観光農園を紹介する「お立ち寄り情報パンフレッ
ト」の平成21年度版を作成します。パンフレットに
掲載を希望される方は、お問い合わせください。

対象者　市内農業者で農産物直売所または観光
農園を営み、主に自ら栽培または農家から直接
仕入れた中野市産農産物を販売し、その設置箇
所において一般の方と責任を持って農産物の取
引を行う者またはグループ。
施設要件
○車道に面し、通行人から看板・旗などで施設
が認知できるもの

○１カ月以上設置され、延べ１４日以上営業され
るもので、開設期間・日時などが定められて
いること。

掲載内容　名称、所在、連絡先、開設期間、開
設日、主品目など
パンフレット設置箇所　市内の観光スポット、
コンビニエンスストア、ガソリンスタンドなど
申込期限　平成２１年１月２3日㈮

問い合わせ・申し込み先
市役所売れる農業推進室推進係　
☎（22）２１１１（内線３８１）
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子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
学校規模と教育活動の様子

　学校の規模により、教育活動のさまざまな場面で子どもたちの様子が違っています。
　今月号では、小学校の児童の様子が学校の規模によってどう違うのかを紹介します。

　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
で

は
、
小
中
学
校
の
学
級
数
は
、

十
二
学
級
以
上
十
八
学
級
以
下

が
標
準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
学
校
に

勤
務
経
験
を
も
つ
市
内
小
中
学

校
の
校
長
職
・
教
頭
職
の
皆
さ

ん
か
ら
、
規
模
の
大
き
な
学
校

（
十
九
学
級
以
上
）
、
小
さ
な

学
校(

十
一
学
級
以
下)

で
の
子

ど
も
の
様
子
に
つ
い
て
感
想
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

規
模
の
大
き
な

　
　
　
小
学
校
の
様
子

○
さ
ま
ざ
ま
な
雰
囲
気
を
持
つ

児
童
が
い
て
活
気
が
あ
る
。

○
学
校
全
体
に
活
気
が
あ
る
。

全
校
音
楽
会
な
ど
、
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
の
意
識
が
高

ま
っ
た
時
に
は
、
小
規
模
校

で
は
で
き
な
い
充
実
し
た
集

会
が
で
き
た
。

○
違
っ
た
個
性
に
触
れ
る
機
会

が
多
く
、
探
求
的
で
前
向
き

な
児
童
が
育
ち
や
す
い
。

○
複
数
の
保
育
所
・
幼
稚
園
か

ら
集
ま
っ
て
学
級
を
構
成
す

る
の
で
、
始
め
か
ら
序
列
意

識
が
な
く
競
い
合
っ
た
り
す

る
雰
囲
気
が
あ
る
。

○
学
校
の
雰
囲
気
が
良
い
と
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
、
成
長
で

き
る
。

○
学
校
行
事
へ
の
参
加
意
識
が

高
く
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
る
子
が
必
要
に
な
る
。

○
同
学
年
内
で
も
学
級
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
が
あ
り
、
互
い
に

刺
激
し
合
い
、
高
め
合
う
姿
が

あ
る
。

○
予
想
外
の
意
見
、
多
様
な
意
見

で
盛
り
上
が
っ
た
時
は
、
や
は

り
授
業
者
が
楽
し
い
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
や
考
え
方
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
が
意
見
を
出

し
て
く
れ
る
と
、
学
習
に
広
が

り
、
深
ま
り
が
で
き
て
楽
し
い

授
業
が
で
き
る
。

○
授
業
の
内
容
に
つ
い
て
学
年
で

検
討
し
て
、
よ
り
質
の
高
い
授

業
が
で
き
や
す
い
。

○
経
験
豊
富
な
職
員
が
多
く
、
若

い
職
員
は
学
ぶ
機
会
が
多
い
。

○
多
様
な
意
見
が
出
や
す
く
、
話

し
合
い
な
ど
活
発
で
あ
る
。

○
生
活
指
導
面
で
の
大
変
さ
（
気

に
な
る
児
童
に
対
し
学
校
全
体

で
目
が
配
り
に
く
く
な
る
）
が

出
て
く
る
。

○
互
い
の
理
解
を
得
た
り
、
互
い

の
人
間
関
係
作
り
が
意
外
と
難

し
い
と
感
じ
た
。

○
自
己
主
張
が
強
い
と
、
特
定
の

児
童
が
中
心
に
な
っ
て
他
の
児

童
の
姿
が
沈
む
。

○
個
々
の
子
ど
も
の
把
握
が
浅
く
、

反
省
が
次
に
生
か
せ
な
い
。

○
学
年
で
足
並
み
を
揃
え
よ
う
と

す
る
と
、
担
任
の
創
意
工
夫
や

思
い
切
っ
た
展
開
が
で
き
に
く

い
状
況
に
あ
る
。

○
学
年
ご
と
、
学
級
ご
と
の
競
争

意
識
が
強
い
。

規
模
の
小
さ
な

　
　
　
　
小
学
校
の
様
子

○
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
教

師
と
子
ど
も
が
信
頼
関
係
で
結

ば
れ
て
い
る
。

○
全
校
児
童
の
名
前
が
覚
え
ら

れ
、
指
導
が
徹
底
し
や
す
い
。

○
素
直
で
人
な
つ
っ
こ
い
。

○
落
ち
着
い
て
ま
と
ま
り
が
あ
る
。

○
穏
や
か
で
し
っ
と
り
し
て
い
る
。

○
順
番
を
待
っ
た
り
、
ゆ
ず
り

あ
っ
た
り
で
き
る
。

○
全
校
で
企
画
し
た
り
、
活
動
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
と
て
も
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
主
体
的
に
取

り
組
め
る
。

○
自
分
の
や
る
こ
と
に
責
任
や
自

信
を
持
っ
て
い
る
。

○
学
年
を
越
え
た
つ
な
が
り
が
あ

り
、
異
学
年
交
流
が
自
然
に
さ

れ
て
い
た
。

○
子
ど
も
同
士
も
互
い
の
こ
と
が

良
く
わ
か
っ
て
い
て
、
認
め
合

い
支
え
あ
い
な
が
ら
生
活
で
き

て
い
た
。

○
つ
ま
ず
き
へ
の
対
応
が
即
可
能
。

○
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
学
習

に
対
す
る
理
解
の
状
況
に
合
わ

せ
て
、
細
や
か
に
支
援
し
、
意

欲
を
引
き
出
せ
る
。

○
職
員
一
人
当
た
り
の
分
掌
が
多

く
大
変
だ
が
、
学
校
運
営
に
参

画
し
て
い
る
意
識
が
持
て
る
。

○
学
校
行
事
な
ど
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
進
め
ら
れ
る
。

○
知
り
合
っ
た
仲
な
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
位
置
が
固
定
し
、
互
い
の

競
り
合
い
は
少
な
く
な
り
が
ち
。

○
保
育
所
か
ら
同
じ
集
団
な
の
で

人
間
関
係
が
固
定
化
し
て
い
る
。

○
序
列
意
識
が
残
り
、
切
磋
琢
磨
、

競
争
意
識
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

○
色
々
な
個
性
に
触
れ
、
高
め
あ

え
る
機
会
が
少
な
い
。

○
人
数
が
少
な
い
の
で
多
様
な
考

え
が
出
に
く
い
。

○
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
子

が
少
な
く
、
競
争
心
に
欠
け
る
。

○
集
団
同
士
の
競
い
合
い
の
機
会

は
少
な
い
。

○
話
し
合
い
や
表
現
活
動
が
単
純

に
な
り
や
す
い
。

○
互
い
の
意
見
を
た
た
か
わ
せ
な

が
ら
、
大
勢
で
練
り
上
げ
て
い

く
学
習
は
成
立
し
な
い
。
複
式

は
、
一
時
間
の
授
業
の
組
み
立

て
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

○
チ
ー
ム
で
対
抗
す
る
よ
う
な
体

育
の
学
習
や
、
合
唱
を
作
り
に

く
い
。

（
一
月
号
で
は
、
中
学
校
で
の
様

子
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
）

　

市
で
は
、
要
介
護
高
齢
者
が
で

き
る
限
り
自
力
で
日
常
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
家
庭
介
護
者
が
居

室
、
浴
室
、
便
所
な
ど
の
住
宅
改

良
を
行
っ
た
場
合
、
介
護
者
に
か

か
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
必

要
経
費
（
上
限
七
十
万
円
）
に
対

し
九
割
（
補
助
限
度
額
六
十
三
万

　現在市では、昨年から続いた灯油代
の急騰に対応するため、低所得世帯に
対し灯油購入費の一部として10,000円
を助成しています。詳しくは、広報な
かの11月号に掲載してあります。
　該当すると思われる方で、まだ申請
されていない方は、早めに申請してく
ださい。

＜問い合わせ先＞
市役所　（代表）☎（22）2111
豊田支所（代表）☎（38）3111
▼あったか福祉灯油
市役所福祉課厚生保護係（内線295）
市役所健康長寿課長寿支援係【中野保
健センター内】(内線243）
豊田支所地域振興課市民生活係(内線130）
▼子育て灯油
市役所子育て課子ども支援係（内線356）
豊田支所地域振興課市民生活係(内線130）

あったか福祉灯油
＆

子育て灯油

申請受
付中！

　

県
で
は
、
都
市
計
画
の
変
更
案

を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
聴
き
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

十
二
月
二
十
日
㈯

時
間　

午
前
十
時

会
場　

市
民
会
館
四
十
五
号
会
議
室

内
容　

都
市
計
画
道
路
相
生
町
線

都
市
計
画
決
定
の
変
更
に
つ
い
て

（
若
宮
西
交
差
点
～
越
橋
区
間
）

　

公
聴
会
の
開
催
前
の
一
定
期
間
、

都
市
計
画
案
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
公
聴
会
で
意
見
を
述

べ
る
た
め
に
は
「
公
述
の
申
し

出
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
細

は
次
の
と
お
り
で
す
。

閲
覧
期
間　
十
二
月
十
五
日
㈪
ま
で

閲
覧
場
所　

市
役
所
都
市
計
画
課
、

長
野
県
中
野
建
設
事
務
所
整
備
課
、

長
野
県
都
市
計
画
課

公
述
申
出
期
間　

十
二
月
十
一
日

㈭
ま
で

公
述
申
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
用

意
す
る ｢

公
述
申
出
書｣ 

に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
公
述
申
出

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時
十
五
分
（
土
日
、
祝
日

を
除
く
）

そ
の
他　

○
公
聴
会
の
傍
聴
は
自
由
で
す
が
、

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
希
望
者

多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ

住
宅
改
良
促
進
事
業

高
齢
者
に
や
さ
し
い

円
）
を
補
助
し
ま
す
。
一
割
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。　

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
工
事
を
着

工
す
る
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

き
、
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　消防法の改正に伴い、住宅
用火災警報器の設置が義務化
され、既存住宅は平成21年６
月から義務化されます。
　市では、要介護高齢者およ
び独り暮らし高齢者の方のう
ち、生活保護世帯または所得
税非課税世帯に対して、火災
警報器（現物）を給付します。
　なお、この制度には所得制
限がありますので、詳しくは
お問い合わせください。

給付制度をご利用ください

問い合わせ先
市役所健康長寿課長寿支援係

（中野保健センター内）
☎（22）２１１１（内線２４３）

住宅用火災警報器

て
い
た
だ
き
、
入
場
を
お
断
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
公
述
の
申
し
出
を
さ
れ
る
方

（
公
述
人
）
が
い
な
い
場
合
は

公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。
こ
の

場
合
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

県
広
報
、
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

長
野
県
都
市
計
画
課

☎
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
９
６

長
野
県
中
野
建
設
事
務
所
整
備
課

☎
�
３
４
２
６

都
市
計
画
道
路
相
生
町
線
の
計
画
変
更
に
伴
う
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

月
の
兎
ピ
ン
バ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

12
月
17
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

平成20年12月号17 平成20年12月号 16

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
リ
ン
ゴ
作
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
富
田
貴
江
さ
ん
に
お
話
し
を

お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

リ
ン
ゴ
八
十
㌃
、
モ
モ
二
十
㌃
、
ブ

ド
ウ
〇
・
五
㌃
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　

リ
ン
ゴ
、
モ
モ
で
す
。（
平
成
十
七

年
度
認
定
）

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

食
の
安
全
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
中

で
、
商
品
に
も
、
環
境
に
も
や
さ
し
い

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
得
す
る
こ
と
で
、

私
た
ち
農
業
者
自
身
も
、
農
作
物
を
作

る
意
識
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
有

機
農
法
研
究
会
で
全
員
取
得
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

キ
ノ
コ
の
使
用
済
み
培
地
の
ほ
か
、

ワ
ラ
、
米
ぬ
か
な
ど
を
肥
料
と
し
て
使

用
す
る
循
環
型
農
業
、
ま
た
、
年
に
一

度
の
土
壌
診
断
に
よ
り
、
良
好
な
土
壌

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　

旬
の
物
は
、
旬
の
時
期
に
食
べ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
毎
日
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　

長
い
間
、
食
べ
続
け
て
も
ら
え
る
よ

う
、
さ
ら
に
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　

や
は
り
、
農
作
物
を
作
る
に
は
、
人

の
力
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
人
材
の

確
保
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

こ
の
時
期
の
リ
ン
ゴ
は
、
ふ
じ
、
シ

ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
が
お
い
し
い
で
す
。
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
に
、
さ
ら
に
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

富田　貴江　さん
とみた　たかえ（上今井）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ .15

問
題

今
年
初
め
て
行
っ
た
、
環

境
イ
ベ
ン
ト
「
信
州
中
野

環
境
祭
」
は
●
月
●
日
に

開
催
し
ま
し
た

エコファーマー

認定マーク

知久　めぐみ さん

外谷　真之さんから紹介された

（検査技師・草間）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.44

　　

科野小学校　５年
湯本　敬之くん

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ

野
球
選
手
で
す
。
こ
の
夢
に

は
、
そ
う
と
う
な
努
力
が
い
る

け
ど
、
と
中
で
あ
き
ら
め
ず
に

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
わ
け
は
、

二
年
生
の
こ
ろ
に
お
兄
ち
ゃ
ん

と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い

た
ら
、
「
野
球
っ
て
こ
ん
な
に

楽
し
い
ん
だ
な
。
」
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
し
て
三
年
生
か

ら
野
球
を
始
め
ま
し
た
。
四
年

生
の
時
に
初
め
て
ス
タ
メ
ン
で

試
合
に
出
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

は
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
今
は
、
「
野
球
を
始
め
て

よ
か
っ
た
。
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
が
本
当
に

か
な
っ
た
ら
、
い
っ
ぱ
い
か
つ

や
く
し
て
、
有
名
な
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
っ
て
生
き
て
い
き
た

い
で
す
。
お
母
さ
ん
や
家
の
人

に
も
礼
を
し
た
い
で
す
。
も
し

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
れ
な
く
て

も
、
「
好
き
な
野
球
は
、
大
学

や
社
会
人
な
ど
で
も
や
れ
た
ら

い
い
な
。
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
た
め

に
、
心
に
「
努
力
」
と
い
う
言

葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

No.15

プロ野球選手になりたい

わ
ら
細
工
職
人
の
大
宮
さ
ん
と
は

　

大
宮
さ
ん
は
小
沼
区
在
住
の
七
十
八
歳
。

わ
ら
細
工
作
り
の
指
導
を
本
格
的
に
始
め

た
の
は
今
か
ら
約
十
五
年
前
。
当
時
は
師

匠
の
助
手
と
し
て
手
伝
い
な
が
ら
、
技
術

を
磨
い
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
お
一
人
で

活
動
さ
れ
、
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
に
講

師
と
し
て
招
か
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
世
代

の
皆
さ
ん
に
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
毎
年
一
月
末
頃
に
延
徳
小
学
校
で

開
催
さ
れ
る
「
ワ
ラ
ウ
マ
教
室
」
で
は
、

十
三
年
間
講
師
と
し
て
指
導
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
二
年
間
は
、
地
域
の

顔
で
も
あ
る
延
徳
駐
在
所
の
警
察
官
も
一

緒
に
教
室
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
活
気
あ

ふ
れ
る
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
宮
さ
ん
が
語
る
わ
ら
細
工
の
魅
力
と
は

　

正
月
の
定
番
で
あ
る
し
め
縄
を
飾
る
と
、

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

新
年
を
迎
え
て
心
機
一
転
、
気
を
引
き
締

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
神
棚
や
玄
関
な

ど
、
し
め
縄
を
飾
る
場
所
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
家
に
帰
っ
て
こ
れ
を
見
る
と
安
心

す
る
も
の
で
す
。

　

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
各
地
区
で
開

催
さ
れ
る
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
に
講
師

と
し
て
呼
ば
れ
ま
す
。
し
め
縄
は
か
つ
て

一
家
の
あ
る
じ
が
作
る
も
の
で
し
た
が
、

最
近
は
、
子
供
を
連
れ
た
夫
婦
で
講
習
会

を
楽
し
み
に
参
加
す
る
者
も
多
く
、
幅
広

い
層
の
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
雰
囲
気
の
中
、
た
だ
技
術
を
教
え
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
も
一
緒
に
習
う
こ
と

が
で
き
、
来
年
も
ま
た
こ
の
場
所
に
来
た

い
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

大
宮
さ
ん
か
ら
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
で
は
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
し
め
縄
が

買
え
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
や

は
り
家
に
飾
る
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
心

を
こ
め
た
手
作
り
の
も
の
が
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

一
度
講
習
会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
目
で
見
て
体
で
覚
え
れ
ば
興
味
も

わ
く
と
思
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
に
技

術
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
、
後
世
に
伝
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
七
回　

わ
ら
細
工
職
人　

大
宮
誠
吉
さ
ん

▲しめ縄の作り方を指導
される大宮誠吉さん

①自己紹介
　夫と現在２歳になる娘の３人家族です。
週１、２回は趣味のソフトバレーやママさ
んバレーで汗を流しています。
②今後チャレンジしたいこと
　娘に弟や妹ができたらいいなと思います。
３人きょうだいが理想ですね。中野市の人口
増加に貢献できるよう頑張りたいと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　安心して出産や子育てができるような体
制を整えてほしいと思います。また、祝日
や休日も、子どもを預かってもらえる保育
所があればいいなと思います。
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健
康
づ
く
り
実
践
賞
を
表
彰

　

中
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
に
よ
る「
健
康
づ
く
り
実
践
賞
」

の
表
彰
が
十
月
四
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
市
民
の
健
康
管
理

お
よ
び
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、
健
康
づ
く
り
の
実
践
活
動

に
取
り
組
ま
れ
他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
口
腔
衛
生
の
自
己

管
理
に
努
め
ら
れ
、
八
十
六
歳
に

し
て
二
十
五
本
の
歯
を
有
し
て
お

ら
れ
る
黒
﨑
光
秋
さ
ん（
一
本
木
）

と
、
二
十
年
以
上
に
渡
り
、
夫
婦

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
お
ら

れ
る
田
村
光
明
さ
ん
、
文
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

　

四
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
各

地
区
で
「
健
康
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
地
区
区
長
会
、
保

健
補
導
員
会
な
ど
の
ご
協
力
に
よ

り
、
十
二
地
区
で
お
よ
そ
千
百
人

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
の
効
果
や
正
し
い
歩
き
方

な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際

に
地
区
内
の
コ
ー
ス
を
三
十
分
か

ら
五
十
分
程
歩
い
た
り
、
保
健
補

導
員
会
に
よ
る｢

の
び
の
び
健
康

体
操
」
や
血
圧
測
定
友
の
会
に
よ

る
血
圧
測
定
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

歩
く
こ
と
は
、
全
身
の
筋
肉
を

使
う
理
想
的
な
有
酸
素
運
動
で
す
。

ま
た
、
場
所
を
選
ば
ず
誰
で
も
す

ぐ
に
で
き
る
健
康
法
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
″
歩
く
こ
と
〟
か

ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

健康
まつり

約1,100人が参加

（
越
）
の
二
組
三
名
の
方
に
、
賞

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
健
康
世
帯
を
表
彰

　

例
年
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
健
康
保
持
と
健
康
づ
く
り

の
増
進
を
図
る
た
め
、
健
康
世
帯

を
褒
賞
し
て
い
ま
す
。

　

褒
賞
の
対
象
は
、
国
保
加
入
世

帯
で
、
か
つ
、
過
去
三
年
間
に
わ

た
り
医
療
給
付
を
受
け
ず
、
国
保

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

　

今
年
度
は
七
十
五
世
帯
に
褒
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

会
場　

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料（
花
代
実
費
二
千
円
）

定
員　

三
十
五
人

申
込
期
限　

平
成
二
十
一
年
一
月

九
日
㈮

申
込
先　

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

日　時 内　容
1 月 16 日㈮
午後 1 時 30 分～４時

＜講話＞
知って得する。健康の秘訣！

2 月 5 日㈭
午前 9 時 30 分～午後 0 時 30 分

＜講話、調理実習＞
豊かな食生活～食事編～

2 月 16 日㈪
午後 1 時 30 分～４時

＜講話、調理実習＞
伝えていきたい食文化

2 月 27 日㈮
午後 1 時 30 分～４時

＜講話、実技＞
『口』は健康づくりの玄関です～歯科編～
自分にあったリラックス方法を見つけよう！～休養編～
※フラワーアレンジメント体験

3 月 5 日㈭
午後 1 時 30 分～４時

講話・実技
「無理なく続けて生活習慣病予防 ～運動編～」

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
生
活
習

慣
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

は
つ
ら
つ
健
康
教
室
（
全
５
回
）

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

安全なウォーキング
のために
○無理に速度を上げずニコニコペースで歩きましょう
○運動前にはしっかり水分補給をしましょう
○冬は日中の暖かい時間帯に歩きましょう
○道路は歩道または右側を歩きましょう

　平成 20 年度に市が実施した特定健診・いきいき健診を受診された 6，４５2 人の結果をグラフにしました。
　中野市の特徴として、基準値より検査値が高い人の占める割合が最も高い項目は、血糖で ７3．3％です。
次いで、ＬＤＬコレステロールが ５1．４％、血圧が ４７．５％とほぼ半数を占めています。
　基準値よりも検査値が高いほど（HDL コレステロールに関しては「低いほど」）、血管への影響は大き
くなります。動脈硬化が進むと、重大な病気を引き起こす可能性が高まります。
　健康を守るために、年に１回は健診を受けて、生活習慣を見直してみましょう。

特定健診・いきいき健診の結果

　健診の結果、精密検査が必
要な方は、必ず医療機関を受
診しましょう。
　危険因子の積み重ねが多い
ほど、血管の変化は飛躍的に
進行します。大切なのは、日
常生活の中で予防していくこ
とです。

平成20年度

◎運動
　歩くことから始めま
しょう。目標は１日あた
り ８，000 ～ 10，000 歩 で
す。（10 分＝約 1，000 歩）

◎食生活
①バランスのとれた食事

で腹八分目を心がけ、
ゆっくり食べるように
しましょう。

②野菜を意識的にとりま
しょう。

③夕食は寝る３時間前ま
でに済ませましょう。

④糖分、塩分、脂肪分の
多い食品は、控えめに
しましょう。

⑤お酒は適量を守りま
しょう。（１日あたり
日本酒１合、ビール中
瓶１本が目安）

◎禁煙にチャレンジしま
しょう。

◎自分なりのストレス解
消法を見つけましょう。

＜予防のポイント＞

臓
器
へ
の
影
響

腎
機
能

ｸﾚｱﾁﾆﾝ 男 1．0mg/dl 以下
女 0．８mg/dl 以下

心
電
図

心電図

眼
底眼底検査

89.1
10．2 0．７

68.0 21.3
10．７

88.0
11．1 0．9

（KWⅠ）（KW Ⅱ～Ⅳ）

眼 底 検 査 に
おける KWと
は、 動 脈 硬
化の進行度を
示すものです。

単位（％)
項目 基準値

異常なし 要注意 受診が必要

摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
過
剰

肥
満

腹囲 男８５cm未満
女9５cm未満

ＢＭＩ 2５未満

血
管
へ
の
影
響

脂
質

中性脂肪 1５0mg/dl
未満

HDLｺﾚ
ｽﾃﾛｰﾙ

４0mg/dl
以上

LDLｺﾚ
ｽﾃﾛｰﾙ

120mg/dl
未満

血
圧 血圧

130mmHg未満
かつ

８５mmHg未満

血
糖 血糖

空腹時血糖
100mg/dl未満
かつ ヘモグロビン
A１c5.2%未満

尿
酸 尿酸 ７．0mg/未満

喫
煙 たばこ

７6．７ 23．3

７0．9 2７．0
2．1

７2．４
12．0 1５．6

48.6 20.3 31.1

喫煙あり喫煙なし
85.1 14.9

3．3
８1．５

1５．2

52.5 38.9
８．6

５．４
90.9

3．７

26.7 64.0

9．3

血管内の
変化

血管の壁が
厚くなった
り、血液の
通り道が狭
くなる

血管の壁を
傷つける

血管が収縮
して血圧が
上がる

虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病合併症

に
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第４回中野市駅伝大会
▼肌寒い曇り空の下、たすきを肩にいざスタート

　11月９日、北信濃ふるさとの森文化公園周辺を会場に、
第４回中野市駅伝大会が開催されました。当日は、支部
対抗の部とオープンの部に、過去最多となる計24チーム
が参加しました。オープンの部には、信濃グランセロー
ズの選手の皆さんがチームとして参加し、大会スタッフ
も務めながら市民の皆さんとふれあっていました。
　参加した皆さんは、豊かな自然に囲まれたコースを満
喫しながら、それぞれの区間を真剣に走っていました。

市内保育園児の餅つき交流会

▲自分の体より大きなきねで力いっぱいつきました
　11月27日、アップルシティなかの隣、信州いきいき館
を会場に、市内保育園児による餅つき交流会が行われま
した。これは、いきがい農業者の会による「収穫祭」の
中で行われたもので、当日は、西町保育園の年長児童約
20人がイベントに参加し、きね・うすを使った昔ながら
の餅つきを体験しました。児童たちは、普段なかなか経
験できない餅つきをみんなで楽しそうに行い、その後行
われた会食会では、おいしそうに餅を頬張っていました。

差別をなくす市民集会

▲被差別者の叫びを歌に込めて曲を奏でました
　11月28日、中野市市民会館ホールにおいて、差別をな
くす市民集会を開催しました。当日は、北九州市の教員
や市職員、消防士で構成するアマチュアバンド「願児我
楽夢（がんじがらめ）」によるトークショーとコンサー
トが行われました。コンサートでは、バンドの皆さんが
今まで学んできたさまざまな差別の問題を詩や曲に込め
た歌を披露しました。会場の皆さんは、曲が奏でる反差
別へのメッセージを、真剣に聴いていました。

親子で消防体験

▲前方の標的をめがけて初めて放水する子どもたち
　11月15日、岳南広域消防本部中野消防署において、
「親子で消防体験」を開催しました。これは、９日から
全国一斉に実施された「秋の火災予防運動」の一環とし
て、防災の大切さや消防業務への理解を深めていただく
ことを目的に行われたもので、園児や小学生の皆さんが
大勢参加しました。当日は、放水、レスキュー、応急手
当、防火服試着などの体験のほか、消防士による訓練風
景も見学でき、参加した子どもたちは大喜びでした。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

中野えびす講
　11月15・16日、市街地を中心に、中野えびす講が開催さ
れました。初日は、七福神の衣装を身にまとった100人え
びす大行進や、ちんどんやの練り歩きなどが行われたほ
か、市内中小企業のブースが並ぶ中野市産業展や、北信
総合病院による病院祭も行われました。夜には、５年ぶり
に花火大会が復活し、各地で打ち上げ花火を見ることが
できました。この２日間は各地でさまざまな催しが行わ
れ、市内は大勢の人で賑わい、活気があふれていました。

表紙の説明

お忙しいところ大変恐縮ですが、10月30日㈭
正午までに校正をお願いします。　

２００８もみじ祭り

▼肌寒い外で食べる味噌汁は体が温まり最高でした
　11月16日、道の駅ふるさと豊田において、もみじ祭り
実行委員会主催による「2008もみじ祭り」が開催されま
した。会場では、特産きのこと豊田農産物加工施設の味
噌を使った味噌汁の提供や、おやき・みそ・地元農産
物・市内製造品の販売、もちつき体験や豊田もみじ太鼓
の演奏などの各種イベントが行われました。当日は朝か
らあいにくの雨でしたが、木々の紅葉や秋の味覚を求め、
大勢の親子づれなどで賑わいました。

　11月30日、中山晋平記念館において、晋平忌実行委員
会主催による「第24回晋平忌」が開催されました。当日
は、まず、晋平先生の遺影を前に全員合唱による献歌、
つづいて献花と黙祷を行いました。また、晋平先生生家
の中山治さんからお話をしていただいた後、地元の児童
や婦人部など６団体による、合唱や琴の演奏などのコン
サートが行われました。参加された皆さんは、晋平メロ
ディーを聞きながら、うたの心を温めていました。

第24回晋平忌

▼晋平先生を偲び、大勢の皆さんが来館されました
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有料広告欄

次回申込期限　12 月 26 日㈮  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　２月５日㈭ 発行の２月号～
ホームページ掲載日　２月１日㈰～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

地デジであなたをだます
詐欺にご注意を！
　現在放送されている地上アナロ
グテレビ放送は、平成23年（2011
年）７月24日までに終了となり、地
上デジタルテレビ放送（地デジ）に
完全移行となります。
　このことに伴い、テレビの地デジ
対応やアンテナ交換などを口実にし
た詐欺が発生しています。
　身に覚えのない工事や代金請求に
はご注意ください。
■例えば、次のような手口の詐欺が
発生しています。

①総務省やテレビ局の名前が書かれ
た手紙が届き、「地上デジタル放
送切りかえ助成金」が支給される
ので、手数料の支払いをするよう
に書かれている。

②「テレビ局職員」「地上デジタル
テレビ受信対策員」を名のる男が
自宅にやってきて、受信工事やテ
レビの調整の代金支払いを求める。
　地デジ対応で、総務省やテレビ局、
その関係機関がお金を請求すること
は一切ありません。このような請求
を受けた時は、すぐには支払わず信
越総合通信局、警察署、または消費
生活センターへご相談ください。
問　総務省信越総合通信局
　　情報通信部放送課
　　☎０２６（234）９９９２

音声告知放送を開始しました
　市では、中野市地域情報基盤整備事業による音声告知放送の放送セン
ター設備設置、端末機設置を行ってきました。
　音声告知放送は、緊急放送（緊急地震速報等）の他に、一般放送として、
官公署などからのお知らせの定時放送、随時放送を行い、グループ放送と
して各区、保育園、小中学校等からのお知らせの放送が行われます。
　つきましては、次のとおり放送を開始しましたのでお知らせします。
　なお、11月１日より全国瞬時警報システム（J-ALERT）と防災行政無
線の一斉放送と連動しており、緊急地震速報等は放送できる体制となって
おります。
■一般放送（定時放送、随時放送）
①放送内容　主に市役所からのお知らせ
②放送世帯　申込時に「官公署からのお知らせ」「定時放送」を登録した
　　　　　　世帯。（約6,000世帯）
※申込時のグループ選択は上記のとおりとなっていましたが、放送内容が

重複するものが多いため、どちらかを希望された世帯については、両方
を選択したこととし、一般放送としましたのでご了承ください。

※一般放送は、定時に行う定時放送と、緊急性の高い内容の時に放送する
随時放送となります。

③放送開始日　平成20年11月10日㈪から開始しました。
④放送時刻　　午前６時50分、午後７時50分（１日２回）
■グループ放送
①放送内容　各区、小中学校、高等学校、市立保育園、ＪＡ、商工会議所
　　　　　　などからのお知らせ。
②放送世帯　申込時に各グループを登録した世帯。
③放送開始日　平成20年12月１日㈪から順次各グループより試験放送が行
　　　　　　　われ、放送を開始します。

○登録されていない方で、一般放送やグループ放送を聞きたいという
方は、随時登録を受け付けていますので、ご連絡ください。

○設置は完了しているが音がまったくならないなど不明な点がござい
ましたら、ご連絡ください。

問　政策情報課情報係（内線 217）

犬の飼主の皆さんへ
　最近、飼犬に関する苦情が多く寄せられています。散
歩中の飼犬のフンは、必ず飼主が持ち帰るなど、飼育管
理の知識を身につけ、他人に迷惑をかけない飼い方をし
ましょう。放し飼いは特に危険な行為ですので絶対にし
ないでください。
　また、犬の飼主の皆さんには、飼犬登録と年１回の狂
犬病予防注射実施が義務付けられています。まだお済み
でない方は、早急に実施するようにしてください。
問　環境課衛生係（内線245）

期日　平成21年１月２日㈮
時間　午前９時30分～
コース　豊田文化センター周辺
距離　２km程度
参加資格　①市内に居住する方②市
内の事業所に勤務する方③中野市出
身の方
参加費　100円（お申し込みの際に
お支払いください。）
※降雪状況等止むを得ない場合によ

新春走り初め大会参加者
募集・新春のつどい開催

住民票の閲覧内容を公表
　住民基本台帳法第11条の規定により、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状
況について、公表します。
期間　平成19年11月１日～平成20年10月31日　問　市民課窓口係(内線236)

【住民基本台帳閲覧者一覧】

第 53 回高社山越年登山
参加者募集
　希望に満ちた新しい年に向かって
力強く登り、心身ともに健康で強い
体をつくりましょう！
期日　12月31日㈬～元旦
目的地　高社山山頂(標高1351.5ｍ)
日程　12月31日㈬
市民体育館集合　午後７時30分
　　〃　　出発　午後８時10分
よませスキー場着　午後８時45分
（点呼・装備点検）
登山開始　午後９時
高社山山頂着　午後11時30分
（花火打ち上げ）
平成21年１月１日㈭
高社山山頂出発　午前０時30分
よませスキー場着　午前２時30分
（現地解散）
参加料　一般1,000円
　　　　中学生以下800円
参加資格　登山が可能な体力があり
健康な方
申込期限　12月12日㈮　午後５時
服装・持参品・その他
①寒さに耐えられる服装
②ヘッドランプ等は全員持参
③副食品を各自で用意
④参加者には記念品を贈呈
問い合わせ・申し込み先
　スポーツ振興課振興係（内線363）
　市民体育館　☎（26）３５７２

り中止した場合は返金しませんの
で、あらかじめご了承ください。

申込期限　12月19日㈮　午後５時
その他　大会に引き続き、「新春の
つどい」を開催します。キノコ汁の
振る舞いと、ふるさと太鼓の演奏を
行う予定ですので、どうぞお出かけ
ください。
問い合わせ・申し込み先
　スポーツ振興課振興係（内線364）
　Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎(38)３８００
　市民体育館　☎(26)３５７２
　豊田公民館　☎(38)２９２２

日付 閲覧者 委託者 閲覧目的 閲覧対象 閲覧件数

平成19年
12月５日

株式会社日本リ
サーチセンター

日 本 銀 行 情 報
サービス局

生活意識に関する
調査

満２０歳以上の男女
【岩船、中野、吉田、西一
丁目、二丁目】

１５件

平成19年
12月20日

社団法人新情報
センター

内閣府男女共同
参画局

高齢者の自立支援
の在り方に関する
調査

５５歳以上７５歳未満の男
女個人

【上小田中１０６～】
２３件

１月22日 社団法人新情報
センター

内閣府大臣官房
政府広報室

社会意識に関する
調査

２０歳以上の者で男女個人
【岩船２９９～】 ２９件

２月13日 自衛隊長野地方
協力本部

自衛官募集のため
の適齢者情報

平成２年４月２日～平成３
年４月１日生の男女
平成５年４月２日～平成６
年４月１日生の男

４２６件

２月15日 社団法人新情報
センター 内閣府政策統括官 自殺対策に関する

意識調査
満２０歳以上の男女個人

【東吉田７３６～】 １３件

５月８日 ＮＨＫ長野放送局 全国個人視聴率調査 明治～平成１３年生の男女
【厚貝、壁田、古牧】 １４件

５月29日 社団法人
中央調査社

独立行政法人国立病
院機構久里浜アル
コール症センター

飲酒と生活習慣に
関する調査

満２０歳以上の男女
【間長瀬、南間長瀬８～】 ２８件

８月21日 毎日新聞東京本
社世論調査室

読書世論調査、時
事世論調査

平成４年９月３０日以前生
の男女

【間山】
１６件

９月17日
三菱ＵＦＪリサー
チ＆コンサルティ
ング株式会社

国土交通省中部
地方整備局

改訂「まんなかビジョ
ン」の策定に向けた
国民意識把握調査

２０歳以上の男女
【中町、西条、北永江】 １０９件

９月18日 社団法人新情報
センター

内閣府大臣官房
政府広報室 外交に関する調査 ２０歳以上の男女

【小田中９８７～】 １３件
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問い合わせ・予約先　長野県長野消費生活センター
　☎０２６（223）６７７７

　市役所の消費生活相談窓口でも、借金・多重債務
に関する相談を随時受け付けています。借金・多重
債務は必ず解決できる問題です。１人で悩まずご相
談ください。

　問　市民課生活交通安全係（内線238）　　　　
　　　豊田支所地域振興課市民生活係（内線132）

多重債務者無料相談会
　　借金問題で、一人で悩んでいませんか？
　弁護士・司法書士による多重債務者無料相談会が開催
されます。
　借金でお困りの方は、この機会に相談窓口へお出かけ
ください。
　面接は予約制で行いますので、事前に下記の予約先ま
でお電話ください。
日時　12月12日㈮　午前10時～午後５時
会場　長野消費生活センター（長野保健所庁舎１階）

住宅用火災警報器を設置しましょう～命と財産を守る手助けに！～
　市（岳南広域消防組合火災予防条例）では、平成21年
５月31日までに、全ての既存住宅に「住宅用火災警報
器」を設置することが義務付けられています。
　設置する場所は主に寝室で、寝室が２階にある場合は
階段の天井に設置が必要です。
　住宅用火災警報器は市内の量販店、電気店などで販売
されており、ご自分で設置することができます。
　まだ、お済みでないお宅は早急にご検討ください。
問　市役所消防課消防係　☎（23）０１１９

　教育委員会では、地域に残されて
いる歴史・文化の掘り起こしを一緒
に行っていただける市民ボランティ
アを募集しています。
　実施する作業は、古文書の撮影、
文書目録の作成、古文書の活字化な
どです。性別・年齢・経験は問いま
せん。
作業日　平成21年１月14日㈬以降、
毎週水曜日（午前９時～午後５時）
作業場所（予定）　山田邸（江部46）
募集人数　４名
募集期間　12月15日㈪～26日㈮、
１月５日㈪～９日㈮
※応募者多数の場合は先着順とさせ

ていただきます。
問　歴史民俗資料館　
　　☎（22）２００５

歴史資料調査を
してみませんか

　わが国の緊急の国民的課題であ
る拉致問題の解決をはじめとする、
北朝鮮当局による人権侵害問題へ
の対処が国際社会を挙げて取り組
むべき課題とされる中、この問題
についての関心と認識を深めてい
くことが大切です。
問　長野県国際課外事・パスポート係
　　☎０２６（235）７１７３

　これから、寒い季節を迎え、暖房
のために火気を使う機会が多くなり
ます。また、空気も乾燥することか
ら、火災の発生が心配されます。
　暖房器具の近くには燃えやすい物
を置かないようにしましょう。
　ストーブの真上に洗濯物を干すこ
とは、大変危険ですので絶対にやめ
ましょう。
　また、灯油等の危険物の保管、取
扱いにも細心の注意をお願いします。
問　消防課消防係　
　　☎（23）０１１９　

火気の取り扱いに
ご注意ください！

　冬にかけて、アスパラガスや果樹の剪定枝などの野焼きによる苦情が多
く寄せられます。廃棄物の野外焼却は法律により禁止されていますが、農
林業を営む上でやむを得ないもの等の焼却は野外焼却禁止の例外として扱
われます。やむを得ず野焼きするときは、次の点に注意しましょう。
  ・住宅周辺での野焼きはできるだけ行わないようにしましょう。
  ・事前に近所に声をかけるなどしましょう。
  ・周辺に住宅がなくても、時間帯や風向きに注意するようにしましょう。
  ・できるだけ燃やさない方法で処分するようにしましょう。

＜近隣に迷惑がかかりそうな場合は＞
・農業から発生した剪定枝や枯れ茎などは、一般廃棄物処理業者へ処理

を委託しましょう。
・庭木の剪定枝などは決められた方法でごみ収集ステーションまたは東

山クリーンセンターへ出すなどしましょう。
※農業用ビニールや家庭ごみなどの野外焼却は法律で禁止されています
ので、絶対に行わないようにしましょう。
問　環境課環境係（内線247）

剪定枝等をやむを得ず野焼きするときはご注意を！

【設置場所】
○各寝室
○寝室の存する階の階段

【設置場所】
○各寝室

２階建てで２階に寝室や
居室がある場合の例

２階建てで１階に寝室や
居室がある場合の例

※住宅用火災警報器をご購入の際は、「ＮＳ」または 
　「ＵＬ」 マークの付いたものをお選びください。

●
設
置
例

登記相談所の開設
　相続登記、抵当権抹消登記など相
談をお受けします。お気軽にご相談
ください。相談の予約は不要で、ご
相談は無料です。
期日　１月10日㈯
時間　午後１時～４時
会場　市民会館44号会議室
相談員　司法書士
問　長野地方法務局飯山支局
　　☎０２６９(62)２３０２

就農相談会
　北信管内で、農業を継ごうと考え
ている方やＵターンの希望者、Ｉ
ターンの希望者等を対象とした、就
農相談会を開催します。
期日　平成21年１月７日㈬～13日㈫
　　　※12日㈪は休み
時間　午前９時～午後５時
会場　北信合同庁舎３階西打合せ室
主な内容　
①就農するための計画や条件の把握
②各種農業講座、関係機関の紹介
③研修のための受け入れ農家の紹介
予約・申込　１月10日㈯、11日㈰に
相談を希望される方は、事前に申し
込みが必要です。　
※詳しくは、お問い合わせください。
問　北信農業改良普及センター
　　技術普及係
　　☎（23）０２２１

　12月31日を基準日として、「平成
20年工業統計調査」および「平成20
年輸出生産実態調査」を行います。
　調査をお願いする製造事業所には
12月中旬から来年１月にかけて、県
知事が任命した統計調査員が調査票
を持ってお伺いしますので、調査に
ご協力いただきますようお願いします。
　なお、調査票に記入していただい
た内容については統計法に基づき秘
密が厳守されますので、正確なご記
入をお願いします。
問　政策情報課統計交流係(内線217)

工業統計調査・輸出生産
実態調査にご協力を中級者向け講習会

期日　平成21年１月28日㈬、30日㈮、
２月２日㈪
時間　午後１時～４時
会場　中野地域職業訓練センター
　　　１階・ＯＡ研修室
講習内容
①受講者の課題
②ページ機能の改善
　（ブログ、入力フォームページの作
　成、アクセスカウンターの設置、Web
　カメラなどの自動更新、ネットショッ
　プほか）
③アクセス数のアップ
　（サイト登録、アクセス解析、Web
　上での入り口を増やすには、Web以
　外での宣伝方法ほか）
受講料　1,500円
募集人数　20人
対象者
①初級者向け講習会受講者
②農業を営み、ホームページを公開
　または、公開の準備をしている方
③講習日すべてに参加できる方
※定員に余裕がある場合には、①③
　に該当しない方も申し込み可
持ち物　ＵＳＢメモリー
申込期限　平成21年１月16日㈮
（定員になり次第、締め切り）

初級者向け講習会
期日　平成21年１月14日㈬、16日㈮、
19日㈪、21日㈬、23日㈮、26日㈪
時間　午後１時～４時
会場　中野地域職業訓練センター
　　　１階・ＯＡ研修室
講習内容
①ホームページ作成にあたり
　（ホームページ作成と効果、見ても

らえるホームページ作り）
②ブログ入門
　（ブログ開設、投稿、更新）
③ホームページを作成してみよう
　（トップページの作成、２ページ目

の作成、ページ間リンクの設定、検
索エンジンへのサイト登録、作成ホ
ームページの更新ほか）
受講料　4,000円（テキスト代込）
募集人数　20人
対象者
①農業を営む方
②日本語入力のできる方
③Ｅメールアドレスをお持ちの方
④講習日、全てに参加可能な方
※定員に余裕がある場合には、①③
　に該当しない方も申し込み可
持ち物　ＵＳＢメモリー
申込期限　12月24日㈬
（定員になり次第、締め切り）

農家のホームページを作ろう！

問い合わせ・申し込み先　売れる農業推進室推進係（内線381)
　　　　　　　　　　　　FAX（22）５９２４

12月10日～16日北朝鮮人権侵害問題啓発週間
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平成20年12月号27 平成20年12月号 26

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　12月10日㈬、１月13日㈫、２月10日㈫
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前9時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　平成21年１月15日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

館収蔵民具展　「くらしと文化」
平成21年３月22日㈰まで
館蔵する民具の中で、生活道具及び生業に関する道
具を中心に展示しています。

中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人の姿を描いた作品を展示しています。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

（布あそび）美衣会押絵展
12月10日㈬～21日㈰
李遊笑展
12月10日㈬～27日㈯　
間山写真クラブ展
12月23日㈫～平成21年１月11日㈰

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

国民年金保険料の一部免除が
承認された方へ

  残りの一部の保険料を納めましょう 
　国民年金保険料の一部免除が承認された方には、
残りの一部の保険料を納めていただくため、後日
納付書が送付されます。忘れずに納付しましょう。
　一部保険料を納付されなかった場合は「未納」
となり、老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎
年金などの年金給付が受給できないこともありま
すのでご注意ください。
◇「納付」と「未納」はこのように違います 

問　長野北社会保険事務所　☎026（244）4100

◎「フード・マイレージ」と「地産地消」
　最近「フード・マイレージ」という言葉をよく
耳にします。これは、輸入食料の重量(t)にその
輸送距離(km)を乗じて数値化したものです。数値
が大きいほど、環境に負荷を与えています。
　生産地からの距離が短い食材を選ぶことで、輸
送の際に発生する二酸化炭素の排出を減らすなど、
環境への負荷を小さくすることができます。
　近くの農林水産物を食べようとする点では「地
産地消」に似ており、食料自給率の向上や、食育
の推進などの面からも注目されています。
　農林水産政策研究所によると、日本では１人あ
たり約7,100t・km、韓国約6,600t・km、アメリカ約
1,000t・kmであり、これを指標とすることで輸送
に伴う二酸化炭素排出量の傾向がわかります。
　農林水産省地球温暖化対策総合戦略によると、
日本の人口１人あたりの「フード・マイレージ」
は、イギリスの約２倍、ドイツ、フランスの３～
４倍、アメリカの約７倍であり、日本の食料供給
構造は他国に比べ、長距離輸送を経た大量の輸入
食料に依存していることがわかります。
　「地産地消」で二酸化炭素を減らしましょう。

シリーズ 地球温暖化�

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★
五月人形★鏡台★ピアノ★電動自転車★エレクトー
ン★中古ノーマルタイヤ★電動車イス★拡大読書機
★８ミリビデオカメラ★天ぷら鍋★味噌桶★人形
ケース★本箱★オルガン★洋風リビングこたつ（イ
ス４脚、こたつ布団付）★スチームオーブンレンジ
★消雪パイプ★チャイルドシート★小動物用ケージ
★編み機★洗濯機

★ノートパソコン★ＤＶＤプレーヤー★カラーボッ
クス★バドミントンラケット★スキーセット（子供
用）★掃除機★車いす★８ミリビデオカメラ★人
形ケース★自転車★冷蔵庫★園芸用アルミ三脚

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線２３８）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(11月25日現在)

人口
と
世帯

人　口 46,124 人 ( － 8)
男 22,229 人 ( － 1)
女 23,895 人 ( － 7)

世　帯 15,048 戸 ( ＋ 8)
平成20年11月１日現在　(国勢調査を基に推計）

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

－中野市の花・木・鳥　制定記念－

テ ス トフ ト コ ンオ

テーマ：中野市の花、木、鳥
部門：バラ、シャクヤク、リンゴ、もみじ、チョウゲンボウ
写真サイズ：ワイド四つ切を原則とします。
表彰：最優秀賞１点、優秀賞１点、佳作数点
募集期限：12月26日㈮
※応募方法など、詳しくはお問い合わせください。
問　庶務課秘書広報係（内線400）

～あなたのご応募お待ちしています～

　　（平成20年10月28日～11月26日）
●歴史民俗資料館の展示及び収蔵資料として　
　山仕事の道具３点、犂先２点
　＜更科　小根澤　善吉　様＞
●歴史民俗資料館の展示及び収蔵資料として　
　押絵雛27体
　＜越　土屋　清重　様＞
●ふるさと寄附金　環境保全のため
　現金　20,000円
　＜兵庫県尼崎市　牧野　百合子　様＞

ご寄付　ありがとうございました

納付
一部納付

未納
3/4 納付 半額納付 1/4 納付

保険料 14,410円 10,810円 7,210円 3,600円

受給資格
期間

○ ○ ○ ○ ×
入ります 入ります 入ります 入ります 入りません

老齢基礎
年金額

○ ○ ○ ○ ×
全額計算 5/6で計算 2/3で計算 1/2で計算 入りません

納付可能 1０年以内であれば後から納付(追納）が可能 ２年以内



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　公園のすべり台など遊ぶこと
が大好きな男の子です。野菜の
中でも特にブロッコリーが大好
物です。いつまでも元気よく健
康に育ってほしいと思います。
（藤巻靖・南さん　東吉田）

（３歳２か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年12月４日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )
期日／12月16日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成20年８月生まれ
※３か月健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で
就学前の１年間(保育園、幼稚
園の年長児)
第４期＝高校３年生に相当す
る年齢の者（18歳になる年度
の１年間）
※毎月実施しています(無料)の

で、接種される前月に実施医
療機関へ予約してください。

平成20年12月号 28

マタニティクラス
期日／１月９日㈮
時間／午後10時～11時30分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
内容／妊娠の経過と起こりやすい異
　　　常、妊産婦の栄養（試食）

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分

<中野保健センター>
12月11日㈭…日野、延徳、平野、
　　　　　　高丘、平岡
　　　　12日㈮…中野、長丘、科野、倭、
　　　　　　　　　　　　豊田
対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児
（20～56日の間隔で３回接種） 
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の

幼児（Ⅰ期初回終了後12～18
か月に１回）

※７歳６か月未満まで接種可能

藤巻　圭
けい

くん

【受付時間が変わりました】

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

12月16日㈫ 20年８月生まれ

７か月
健　診 12月17日㈬ 20年４月生まれ
１　歳
６か月
健　診

12月19日㈮ 19年５月生まれ

２　歳
健　診 12月15日㈪ 18年11月生まれ
３　歳
健　診 12月18日㈭ 17年11月生まれ

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

乳幼児健康診査
【受付時間が変わりました】

育児教室
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／１月13日㈫
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月
内容／赤ちゃん体操、離乳食について
　　　※試食もあります

　若い女性の子宮頸がんが増えてい
ます。早期発見には、検診が非常に
有効とされています。
　市では、20歳以上の方を対象に
子宮がん検診を実施しています。申
込みをされた方には受診票をお送り
してありますので、12月19日まで
に市内指定医療機関で受診してくだ
さい。
　なお、申し込みをされていない方
で受診を希望される方は、市役所健
康長寿課（中野保健センター内）ま
でご連絡下さい。

年末年始の休日緊急診療所
期日／12月28日㈰、31日㈬、
　　　平成21年１月１日㈭～４日㈰
時間／午前９時～正午
　　　午後１時30分～５時
会場／中野保健センター

小児救急電話相談
「＃８０００」ご利用ください

「こどもの救急」をご活用ください

　子どもの夜間の急な病気やけがの相談
に経験豊富な看護師などが応じます。
※アナログ回線、携帯電話、ＩＰ電話

の場合は☎0263(72)2000へ
※相談日時　毎日午後７時～11時

　夜間や休日など診療時間外に、受診
すべきか判断する目安を提供する、日
本小児科学会のホームページです。救
急外来の受診前にご確認ください。
ホームページアドレス
http://www.kodomo-qq.jp/

期日／12月11日㈭
①時間／午後１時～２時30分
　会場／市民会館45号会議室
②時間／午後３時30分～４時30分
　会場／豊田保健センター

２００・４００ｍｌ献血にご協力を

大腸がん検診の容器返却のお願い
　6月から各地区で実施していた
大腸がん検診が10月で終了しまし
た。受診申し込みをしたが都合によ
り受診されず、未開封の検診用容器
がお手元にある方は、12月26日㈮
までに市役所健康長寿課（中野保健
センター内）または豊田支所地域振
興課へご返却ください。

子宮がん検診を受けましょう



１　交差点

交　 差　 点
2008.12　No.15あなたとわたし　　未来への

　　平成19年度～23年度の中野市男女共同参画計画
　　　　　　「共にいきいき　なかのプラン21」
　　　　すべての市民が、性別にかかわらず
　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、
　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる
　　男女共同参画社会の実現をめざします。
　この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

“あいとぴあ” 男女共同参画啓発かるた

れ ろ論
よ
り

　

 

実
践
し
て
こ
そ

　
　
　
　

共
同
参
画

連
携
で

　

 

育
つ
子
ど
も
の

　
　
　

す
こ
や
か
さ



交差点　２

　

ま
だ
夜
が
明
け
き
ら
な
い
早
朝
、

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、
10
月
18

日
に
男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
国
内

最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
た
第
25
回
日
本
女
性
会
議
に
参
加

の
た
め
富
山
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
テ
ー
マ
『
煌
く
人
と
ひ

と
、
連
な
る
峰
々
へ
』
は
、
延
２
，

０
０
０
人
の
参
加
者
と
３
０
０
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

お
心
使
い
に
よ
っ
て
安
心
し
て
参
画

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
日
は
欠
席
し
、
２
日
目
参
加
の

私
達
は
、
午
前
中
13
分
科
会
15
テ
ー

マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
に
そ
っ
て
分

か
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
第
５
分
科
会
の
「
福
祉
・

介
護
と
超
高
齢
社
会
」
に
一
人
で
出

席
し
、
『
日
本
の
福
祉
を
変
え
た
３

人
の
女
』
で
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

60
歳
代
の
国
際
医
療
福
祉
大
学
院
教

授
の
大
熊
由
紀
子
氏
の
「
寝
た
き
り

老
人
の
い
る
国
い
な
い
国
」
の
お
話

し
や
高
齢
社
会
を
良
く
す
る
女
性
の

会
理
事
長
の
70
歳
代
樋
口
恵
子
氏
の

高
齢
化
問
題
や
女
性
問
題
で
も
あ
る

「
介
護
保
険
の
猛
女
」
と
言
わ
れ
な

が
ら
女
性
の
声
を
提
言
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
こ
の
指
と
ま

れ
の
理
事
長
50
歳
代
の
惣
万
佳
代
子

氏
は
、
富
山
赤
十
字
病
院
を
退
職
し

７
年
前
に
３
人
で
無
許
可
の
デ
イ
ケ

ア
ハ
ウ
ス
を
創
っ
て
縦
割
り
の
福
祉

行
政
に
風
穴
を
開
け
た
方
で
あ
る
。

　

３
人
は
、
誰
も
が
そ
の
人
と
し
て

　

恒
例
の
「
共
に
い
き
い
き
市
民

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
平
成
21
年
１
月
17
日

　
　
　
　
　
　
　
　

土
曜
日

時
間　
午
後
１
時
40
分
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
ま
で

会
場　
中
野
市
中
央
公
民
館
講
堂

講
師　
林
家
花
丸
さ
ん(

落
語
家
）

演
題　
「
男
女
共
同
参
画
」

　
　
　

前
向
き
に
ま
る
く
考
え
る

　
　
　
　

一
部　

落
語　

30
分

　
　
　
　

二
部　

講
演　

60
分

入
場
無
料

　

託
児
あ
り
ま
す

　

（
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
）

　

手
話
通
訳
あ
り
ま
す

　

落
語
と
い
う
古
典
芸
能
か
ら
見

た
男
女
共
同
参
画
を
落
語
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
わ
か
り
易
く
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
会
場
を
変
え
て
『
記
念
講

演
』
～
土
の
ひ
び
き
～　

加
藤
登
紀

子
さ
ん
の
音
楽
活
動
や
自
然
を
愛
す

る
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
な
ど
、
女

性
と
し
て
妻
と
し
て
の
思
い
を
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
届
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

２
会
場
で
行
な
わ
れ
、
私
達
は
ス
ク

リ
ー
ン
で
＝
生
＝
に
お
会
い
で
き
ず

チ
ョ
ッ
ピ
リ
ハ
ー
ト
へ
の
響
き
は
弱

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
日
間
開
催
さ
れ
私
達

は
１
日
の
み
の
参
加
で
し
た
が
、
日

本
海
側
有
数
の
中
核
都
市
富
山
市
民

の
温
か
さ
に
ふ
れ
な
が
ら
日
本
全
国

の
方
々
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
語
り
合
え
満
足
し
て

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
学
び
を
中
野
市
へ
も
生
か
せ

た
ら
…
…
と
思
い
な
が
ら

中
野
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
　
工
藤
　
二
六
子

男
女
共
同
参
画

「
共
に
い
き
い
き

市
民
の
つ
ど
い
」

　
　
開
催
し
ま
す

２００８

　

日
本
女
性
会
議
は
、
１
９
８
４
年
第
１
回
名
古
屋
大
会
を
皮
切
り
に
男
女

共
同
参
画
に
か
か
わ
る
国
内
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
年
は
富
山
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
女
性
会
議
２
０
０
８
と
や
ま
に
参
加
し
て

日
本
女
性
会
議
２
０
０
８
と
や
ま



３　交差点

　
こ
の
講
座
は
、
個
人
の
持
つ
力
を
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
発
言
で
き
る
よ
う
、
行
政
に
関
す
る
様
々
な
情
報
や
社
会
に
つ
い
て

広
く
学
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
６
回
の
講
座
を
受
講
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
第
２
回
目
は
、
埼
玉
県
に
あ
る
国
立
女
性
教
育
会
館
へ
行

き「
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
研
究
と
実
践
の
交
流
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
５
回
目
は
高
齢
者
の
疑
似
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
受
講
し
た
方
の
感
想
（
抜
粋
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「女の空間ＮＰＯ」
は、女から女へ財産
を伝えることを大切な
目標にして発足し、
２００１年11月に東京
都より特定非営利活動
法人として認定され活
動を開始しました。財
産といってもいわゆる
資産として計上される
財産だけではなく、女
性たちが生きる中で探し、つかみ、作り出してきた有形無形の財産
を、この空間を媒介として伝え合うことを活動の柱にしています。
　旧年、同級生と友人を亡くしたことをきっかけに自分の命と死につ
いて気になり、生き方を考えていたので参加してみましたが、自分が
思っていた内容と違っていて戸惑いました。
　しかし、文章がいかに大切か知りました。（女性）

　たまたま「めがね」が良く見えないのにあたり、字が読めず悲しくて不安になり泣きたい気持ち
でした。ところが違う「めがね」を掛けたらすっきり見えて、見えることのありがたさ、大切さが
わかり、両方体験できてよかった。（女性）
　
　今まで高齢になって見なくて
は理解できないと思っていたこ
とが、ほんの少しわかりました。
そして現在の自分が考えている
以上に毎日の生活が大変苦しい
ことだと思いました。お年寄り
に対して、もう少しやさしく温
かい思いやりを持つことが必要
だと実感しました。（女性）
　
　いずれ体験するであろうこと
を早い時期に体験でき、これからの参考にして行きたいと思います。（女性）

パワーアップ講座の紹介男女
共同参画

❖フォーラム感想「女の遺言」

男女共同参画パワーアップ講座は、毎年区等から推薦された方に受講していただく講座です。
皆さんも是非受講してみませんか。

❖高齢者疑似体験感想



交差点　４

ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せください。
中野市男女共同参画推進室　〒 383-8614　中野市三好町 1-4-27
（中野市人権センター内）　電話 0269-22-2111 内線 254　FAX0269-26-2641　有線 51305

ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/　
メール　danjo@city.nakano.nagano.jp

　

市
で
は
、
中
野
市
男
女
共
同
参
画
計

画
に
基
づ
き
審
議
会
、
委
員
会
等
へ
の

女
性
の
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
女

性
の
声
を
直
接
市
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
、
平
成
23
年
度
ま
で
に
女
性
の
登
用

率
を
35
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
い

ろ
い
ろ
な
分
野
で
働
き
か
け
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

12
月
は
、
区
等
で
も
役
員
が
改
選
さ

れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
性
別
に

と
ら
わ
れ
ず
に
役
員
を
選
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
男
性
ば
か
り
の

役
員
に
は
女
性
を
、
女
性
ば
か
り
の
と

こ
ろ
に
は
男
性
を
選
出
す
る
と
新
し
い

雰
囲
気
で
、
良
い
ア
イ
デ
ア
も
浮
か
ん

で
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

声
を
か
け
ら
れ
た
ら
、
一
歩
を
踏
み

出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

女
性
相
談
窓
口
か
ら

　

あ
る
日
の
午
前
中
、
い
つ
も
は
静
か
な
人
権

セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
相
談
員
が
戻
っ
て
き
て
、
相

談
に
来
ら
れ
た
方
が
話
を
聴
い
て
も
ら
っ
て

い
る
う
ち
に
自
分
の
気
持
ち
に
整
理
が
つ
き
、

す
っ
き
り
し
て
帰
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　

他
人
に
は
話
せ
な
い
こ
と
を
女
性
相
談
員
は

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
電
話
で
話
を
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

〇
相
談
日
及
び
相
談
時
間

　

月･

水･

金
曜
日
（
祝
日･

休
日
は
除
く
）

〇
電
話
相
談

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

　

場
所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

〇
電
話
番
号　

23
―
４
８
１
０
（
シ
ン
パ
イ
ゼ

ロ
）
心
配
ゼ
ロ
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

・
専
門
の
女
性
相
談
員
が
女

性
の
様
々
な
悩
み
の
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
10
月
25
日
須
坂
市

で
開
催
さ
れ
た
県
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

夫
婦
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ン
ド

「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」
が
夫

婦
で
奏
で
る
「
心
に
届
く

愛
の
音
色
」
と
題
し
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
妻
の
良
子

さ
ん
は
、
フ
ル
ー
ト
演
奏

家
と
し
て
将
来
を
期
待
さ

れ
て
い
た
が
ク
ロ
ー
ン
病

と
い
う
難
病
を
発
症
。
挫

折
か
ら
社
会
復
帰
に
至
る

ま
で
色
々
な
人
と
の
出
会
い
や
励
ま
し

を
通
し
て
「
自
分
ひ
と
り
で
生
き
て
い

る
の
で
は
な
い
」
な
ど
の
体
験
談
を
や

さ
し
い
大
阪
弁
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
進
行
す
れ
ば
歩
く
こ
と
が
困

難
な
「
突
発
性
大
腿
骨
壊
死
症
」
も
経

験
さ
れ
、
夫
の
勝
彦
さ
ん
が
「
手
じ
ゃ

な
く
て
良
か
っ
た
。
手
や
っ
た
ら
フ

ル
ー
ト
が
吹
け
な
く
な
る
。
も
し
歩
け

な
く
な
っ
て
も
ぼ
く
が
車
椅
子
を
押
し

た
ら
演
奏
で
き
る
。
」
と
言
っ
た
言
葉

が
今
の
自
分
を
支
え
て
い
る
と
…

　

会
場
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
感
動

し
た
講
演
会
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
場
面
に

女
性
の
登
用
を

長野県男女共同参画フェスティバル
in すざかに参加して
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今
年
は
世
界
人
権
宣
言
六
十
周

年
記
念
年
で
す
。

　
そ
し
て
来
年
二
〇
〇
九
年
は
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
が
国
連
で
発

効
さ
れ
て
か
ら
二
十
年
目
に
当
た

り
ま
す
。

　
子
ど
も
白
書
二
〇
〇

〇
年
版
に
よ
る
と
一
九

九
七
年
国
連
総
会
で

二
〇
〇
〇
年
を
平
和
文

化
国
際
年
と
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
九
九
八

年
に
二
〇
〇
〇
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
を
「
世
界

の
子
供
た
ち
の
た
め
の

平
和
と
非
暴
力
の
文
化

国
際
十
年
」
と
す
る
決

議
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
子
ど
も
も

社
会
の
一
員
と
し
て
認

め
よ
う
」
と
い
う
観
点

か
ら
そ
の
実
践
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　
以
下
、月
刊『
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ラ
イ
ツ
』
十
一

月
号
の
連
載
「
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
と
人
権
・
続
編
」
か
ら

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
主

宰
の
森
田
ゆ
り
氏
の
記
述
を
引
用

し
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
男
女
の
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
つ
つ
、
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
一
九
九
九

年
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

が
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
女
性
差
別
撤

廃
条
約
を
日
本
が
一
九
八
五
年
に

批
准
し
た
経
過
が
あ
る
。

　
一
方
、
そ
の
十
年
後
の
一
九
八

九
年
に
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

が
採
択
さ
れ
、
日
本
は
一
九
九
四

年
に
批
准
し
た
。

　
こ
の
条
約
で
子
ど
も
の
基
本
的

人
権
を
そ
の
生
存
、
成
長
、
発
達

の
過
程
で
特
別
な
保
護
と
援
助
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
の
視
点
か
ら

検
討
し
、
子
ど
も
の
生
存
、
発
達
、

保
護
、
参
加
と
い
う
包
括
的
な
権

利
を
実
現
・
確
保
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
具
体
的
な
事
項
を
規
定

し
た
。（
中
略
）

　「
子
ど
も
参
加
」
を
実
現
す
る

た
め
の
取
組
が
、
ア
ジ
ア
各
国
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
が
日
本

の
動
き
は
極
め
て
弱
い
。

　
た
と
え
ば
、
今
年
九
月
に
香
港

で
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
虐
待

防
止
国
際
学
会
」
に
参
加
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
日
本
で
教
育
委
員

会
や
人
権
団
体
主
催
の
会
議
な
ど

で
子
ど
も
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

作
文
や
音
楽
を
発
表
す
る
も
の
と

は
違
い
、
会
議
の
本
質
的
な
部
分

に
子
ど
も
の
意
見
を
届
け
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　
日
本
で
は
「
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
」
と
度
々
使
わ
れ
る
。

　
確
か
に
子
ど
も
は
将
来
大
人
に

な
る
が
、
今
を
生
き
る
存
在
で
も

あ
る
子
ど
も
の
視
点
と
意
見
を
尊

重
さ
れ
る
社
会
が
「
子
ど
も
共
同

参
画
社
会
」
で
あ
る
。

　
十
年
後
の
日
本
で
「
子
ど
も
共

同
参
画
」
と
い
う
言
葉
が
違
和
感

な
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
努
力

が
多
様
に
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
期
待
し
た
い
。（
後
略
）

○
十
月
四
日
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
関
心

あ
る
人
権
問
題
（
複
数
回
答
）
は

高
齢
者
→
国
際
交
流
→
障
が
い
者

→
エ
イ
ズ
→
同
和
問
題
→
男
女
共

生
の
順
で
し
た
。

　
各
区
で
は
、
社
会
人
権
教
育
の

推
進
の
た
め
分
区
分
館
人
権
教
育

懇
談
会
が
、
十
一
月
集
中
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
テ
ー
マ
は
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
認
知
症
・
障
が
い
者
・

男
女
共
生
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
で
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
と
助
言
者
か

ら
の
お
話
の
後
、
人
権
に
配
慮
し

た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
懇
談

す
る
も
の
で
す
。
今
ま
で
実
施
さ

れ
た
参
加
者
の
声
を
載
せ
ま
す
。

○
本
人
の
間
違
っ
た
言
動
が
あ
っ

　

て
も
怒
っ
た
り
否
定
し
た
り
せ

　

ず
、
一
旦
受
け
入
れ
る
。
認
知

　

症
で
あ
る
こ
と
を
隠
す
よ
う
に

　

な
る
が
、
周
囲
の
人
達
に
も
、

　

認
知
症
の
特
徴
を
理
解
し
て
も

　

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

 

「
明
日
は
我
が
身
」
と
思
い
、

自
分
自
身
の
問
題
に
置
き
換
え

て
み
る
と
よ
く
分
か
る
。

○
障
が
い
者
に
対
し
て
も
人
と
し

　

て
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

　

学
ん
だ
。

　

地
域
の
一
員
と
し
て
障
が
い
者

　

を
包
み
込
む
姿
勢
が
大
切
だ
。

　

働
く
環
境
・
交
流
を
つ
う
じ
て

　

障
が
い
者
問
題
を
理
解
し
た
い
。

身
近
な
人
権
問
題

分
区
懇
談
会
参
加
者
の
声

「子ども共同参画社会」づくりに向けて！

１　心をひらく



い
ま
ま
で
の
人
権
セ
ン
タ
ー

　
今
春
四
月
二
十
三
日
、
長
野
市
中

央
隣
保
館
で
行
わ
れ
た
全
国
隣
保
館

連
絡
協
議
会
中
尾
会
長
の
記
念
講
演

の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
人
権
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
隣

保
館
。
隣
保
事
業
の
ル
ー

ツ
は
イ
ギ
リ
ス
で
、
日
本

で
は
明
治
二
十
七
年
、
セ

ッ
ツ
エ
ル
メ
ン
ト
活
動
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
戦
前
は
民
間
で
隣
保
事

業
が
行
わ
れ
、
そ
の
拠
点

が
隣
保
館
で
し
た
。

　
戦
後
、
昭
和
二
十
七
年

に「
救
貧
対
策
」と
し
て
、

国
の
建
設
補
助
が
始
ま

り
、
昭
和
三
十
三
年
に
は

社
会
福
祉
事
業
法
に
隣
保

事
業
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
館
の
職
員
が

（
同
和
地
区
を
含
む
）
生

活
困
窮
者
に
生
活
保
護
の

申
請
な
ど
福
祉
行
政
手
続

き
の
支
援
を
し
、
必
要
な

人
に
必
要
な
事
業
を
す
る

と
こ
ろ
が
隣
保
館
で
し

た
。

　
昭
和
四
十
四
年
の
同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
に
よ
り
、
隣
保
館
事
業

は
「
同
和
問
題
の
解
決
に
資
す
る
」

と
な
り
、
補
助
制
度
に
よ
る
位
置
づ

け
で
民
間
か
ら
公
的
施
設
に
変
わ

り
、
そ
の
当
時
で
九
百
五
十
四
館
に

激
増
し
ま
し
た
。
　

こ
れ
か
ら
の
人
権
セ
ン
タ
ー

　
平
成
九
年
に
隣
保
館
は
一
般
対
策

事
業
に
な
り
、
周
辺
エ
リ
ア
が
広
ま

り
、
よ
り
充
実
し
た
運
営
補
助
と
な

り
ま
し
た
。

　
差
別
意
識
が
強
い
の
は
、
周
辺
地

域
で
す
。

　
差
別
解
消
は
、
人
と
人
と
の
関
係

を
築
い
て
い
く
も
の
で
す
。

　
全
国
隣
保
館
連
絡
協
議
会
（
通
称

「
全
隣
協
」）
は
、
一
般
の
人
に
も
隣

保
館
を
使
っ
て
も
ら
い
、
自
然
な
交

流
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
見
解
で
は
、（
福

祉
は
）「
困
っ
た
人
を
」か
ら
「
困
っ

た
時
に
」に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
高
齢
者
の
孤
独
」
に

対
し
、
制
度
の
隙
間
に
い
る
お
年
寄

り
も
視
野
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

隣
保
事
業
士
の
養
成

　
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
不
安
に
は
、
法

律
や
対
策
で
は
で
き
な
い
問
題
も
あ

り
ま
す
。

　
隣
保
館
の
相
談
は
、総
合
相
談（
ト

ー
タ
ル・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）
で
す
。

問
題
の
解
決
は
「
最
後
は
、
あ
ん
た

次
第
や
。」
と
言
っ
て
励
ま
し
て
く

れ
る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
施
設
、
隣
保
館
は
今
後

益
々
重
要
な
施
設
と
な
り
ま
す
。

　「
こ
の
ま
ち
に
住
み
た
い
」
人
々

の
身
近
な
施
設
と
し
て
、
地
域
に
何

が
必
要
な
の
か
を
把
握
す
る
「
ノ
ウ

ハ
ウ
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。

　
他
の
施
設
を
見
る
と
児
童
館
の
児

童
厚
生
員
資
格
は
児
童
構
成
財
団
の

任
意
資
格
で
す
が
、
採
用
の
際
に
尊

重
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
隣

保
館
の
資
格
に
関
し
て
は
、
館
長
が

社
会
福
祉
主
事
と
あ
る
だ
け
。

　
全
隣
協
は
、
隣
保
事
業
士
資
格
を

国
に
認
め
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年
か

ら
認
定
資
格
講
習
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
、
全
隣
協
で
は
、
国
の
隣
保
館

設
置
要
綱
に
こ
の
隣
保
事
業
士
の
資

格
を
入
れ
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
何
に
役
立
つ
か
と
の
意
見
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
資
格
は
、
将
来
例
え

ば
隣
保
館
運
営
費
補
助
が
な
く
な
っ

て
も
「
必
要
と
思
わ
れ
る
質
」
を
維

持
す
る
た
め
、
資
格
者
の
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
指
定
管
理
者
と
し
て
認
め

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
け
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員

　
こ
の
専
門
委
員
は
、
法
務
省
で
平

成
六
年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
中
か
ら
指
名

さ
れ
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
対
応
や
「
子
ど

も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
の

配
布
・
返
信
に
よ
り
、
常
に
子
ど
も

の
人
権
に
関
す

る
情
報
収
集
に

努
め
る
と
と
も

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子

ど
も
会
、
民
生

児
童
委
員
等
と

の
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
が
発
信
す

る
信
号
を
い
ち
早
く
つ
か
み
、
問
題

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
を

「
ち
が
い
」
を
愛
す
る
県
民
運
動
強

調
旬
間
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
を
人
権
週
間
と
し
て
各
種
事
業
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
五
日
は
「
人
権
・
悩
み
ご
と
相
談

所
」
を
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
で
開
設

し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
子
ど
も
人
権
１
１
０
番

や
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
法

務
局
飯
山
支
局
で
常
時
面
接
・
電
話

相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

 

子
ど
も
の
人
権

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
出
版
の
平
成

二
十
年
度
版
『
人
権
の
擁
護
』
に
よ

る
人
権
侵
犯
事
件
の
新
規
救
済
手
続

き
開
始
件
数
を
個
別
に
見
ま
す
と
、

　
昨
今
、
幼
児
や
児
童
を
親
な
ど
が

せ
っ
か
ん
、
虐
待
死
、
中
に
は
死
に

至
ら
し
め
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
外
で
の
児
童
買
春
や

性
的
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

お
け
る
ポ
ル
ノ
の
氾
濫
な
ど
、
児
童

を
性
的
に
商
売
の
道
具
に
す
る
商
業

的
搾
取
の
問
題
が
世
界
的
に
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
平
成
十
一
年
十
一
月
「
児
童
買

春
・
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の

処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
積
極
的
な
取

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

高
齢
者
の
人
権

　
平
成
四
年
の
国
連
総
会
で
平
成

十
一
（
２
０
０
０
）
年
を
「
国
際
高

齢
者
年
」
と
す
る
決
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
平
成
七
年

「
高
齢
社
会
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、

平
成
八
年
の
指
針
を
経
て
、
平
成

十
三
年
新
た
な
高
齢
者
対
策
大
綱
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持

の
た
め
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高

齢
者
の
養
育
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

 

障
が
い
者
の
人
権

　
我
が
国
は
平
成
五
年
の
「
障
害
者

対
策
に
関
す
る
新
長
期
計
画
」
及
び

平
成
七
年
決
定
の
「
障
害
者
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、「
障
害
の
あ
る
人

も
地
域
の
中
で
普
通
に
暮
ら
し
が
で

き
る
社
会
に
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
）」
を
基
本
理
念
と
し
て
施
策

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
六
年
に

障
害
者
基
本
法
の
改
正
で
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
禁
止
の
理
念
が
明
記

さ
れ
る
と
と
も
に
十
二
月
九
日
「
障

害
の
日
」
を
十
二
月
三
日
か
ら
九
日

ま
で
の
「
障
害
者
週
間
」
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

人権センターをめぐる情勢

今
月
は
人
権
を

　
　
　
　
考
え
る
月
間

　　心をひらく　２
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練習の成果を熱演する参加者
　

北
部
公
民
館
は
11
月
８
・
９
日

（
土
・
日
）
第
22
回
北
部
公
民
館
文
化

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

作
品
展
や
芸
能
祭
な
ど
の
出
場
者
は
、

大
半
が
地
元
の
関
係
者
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、
「
北
部
公
民
館
の

文
化
祭
は
、
身
近
な
知
り
合
い
が
出
品

し
て
た
り
し
て
、
地
元
の
公
民
館
と
い

う
感
じ
が
好
き
で
す
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

あおぞら
　

高
社
山
に
３
回
雪
が
降
る
と

里
に
も
雪
が
降
る
。
と
小
さ
い

頃
か
ら
言
わ
れ
、
今
年
は
１
回

降
っ
た
ら
、
翌
日
に
は
里
に
も

雪
が
降
っ
た
。
雪
が
降
る
時
期

に
な
る
と
い
つ
も
思
う
こ
と
が

あ
る
。

　

日
本
は
四
季
の
あ
る
本
当
に
よ
い
国

で
あ
る
。
特
に
日
本
の
屋
根
と
い
わ
れ

る
長
野
県
は
面
白
い
と
思
う
。
な
ぜ
な

ら
、
北
信
の
県
境
は
全
国
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
南
信
の

南
で
は
ほ
と
ん
ど
雪
は
降
ら
な
い
。

　

中
野
に
お
い
て
も
、
北
の
方
面
は
積

雪
が
１
ｍ
を
越
す
こ
と
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
南
は
日
当
た
り
が
よ
け
れ

ば
雪
が
降
っ
て
も
、
晴
れ
れ
ば
数
日
で

地
面
が
顔
を
出
す
場
所
も
あ
る
。
気
温

も
然
り
で
あ
る
。
ま
る
で
日
本
の
四
季
の

縮
図
を
地
元
で
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

地
球
温
暖
化
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
歳
（
40
代
）
に
な
っ
て
も
雪
が
降

る
と
「
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
降
ら
な
い
か

な
」
と
楽
し
み
に
な
る
。
そ
し
て
３
月

に
な
る
と
ま
た
、
春
を
感
じ
る
。
四
季

を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
育
ち

よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

師
走
に
な
る
と
何
か
と
忙
し
い
。

「
忙
し
い
」
と
は
心
を
亡
く
す
と
書
く
。

20
年
ぐ
ら
い
前
に
、
誰
か
に
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
「
忙
し
い
と
き
こ
そ
、

忙
し
い
と
口
走
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
い
る
」
と
。

　

新
し
い
年
に
向
か
っ
て
、
時
に
流
さ

れ
な
い
よ
う
見
慣
れ
た
風
景
を
じ
っ
く

り
見
る
こ
と
も
大
切
な
の
か
な
と
思
う

師
走
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

（
Ｏ
）

１ 文化なかの /08.12

編
集
委
員
体
験
取
材

北
部
公
民
館

第
22
回
北
部
公
民
館
　

文
化
祭

地域文化の創造

◦
分
館
活
動
レ
ポ
ー
ト



２

編集委員の体験取材

　

日
和
分
館
は
10
月
26
日
に
第
４

回
日
和
区
文
化
祭
を
日
和
集
会
所

で
行
っ
た
。

　

午
前
中
は
バ
ザ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ

吹
き
矢
な
ど
。
特
に
、
指
導
員
を

招
い
て
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
は
初

め
て
の
試
み
と
の
こ
と
。
始
め
は

お
っ
か
な
び
っ
く
り
だ
っ
た
参
加

者
た
ち
も
「
や
み
つ
き
に
な
り
そ

う
」
「
も
う
1
回
や
り
た
い
」
と

白
熱
し
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　

午
後
は
芸
能
祭
。
芸
達
者
た
ち

が
定
番
の
カ
ラ
オ
ケ
、
ギ
タ
ー
演

奏
に
踊
り
や
舞
い
、
沖
縄
民
謡
に

本
格
的
な
津
軽
三
味
線
な
ど
、
自

慢
の
芸
を
披
露
。
大
勢
の
区
民
の

皆
さ
ん
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
て

い
た
。

　

「
こ
う
い
う
機
会
が
な
け
れ
ば

一
生
見
る
こ
と
が
無
か
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
い
う
司
会
者
の
言
葉

に
、
思
わ
ず
同
感
！
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
た
。　
　
　

（
Ｔ
２
）

～
日
和
分
館
～

ふ
れ
あ
う
機
会
に

スポーツ吹き矢はやみつきになりそう芸達者たちの芸能祭

　

先
月
11
月
９
日
に
更
科
区
の
総

合
文
化
祭
が
公
民
館
の
産
業
部
と

家
政
部
の
共
催
で
行
わ
れ
た
。

　

10
時
か
ら
の
一
般
公
開
と
い
う

こ
と
で
、
９
時
頃
か
ら
大
根
、
白

菜
、
り
ん
ご
、
盆
栽
な
ど
な
ど
大

量
に
運
び
込
ま
れ
た
。
公
民
館
の

玄
関
前
に
は
、
２
名
の
青
年
が
包

丁
研
ぎ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
客

を
待
っ
て
い
た
。
中
に
入
る
と
い

い
香
り
が
し
て
い
て
、
一
本
50
円

で
「
お
で
ん
」
を
販
売
し
て
い
た
。

　

大
広
間
で
は
主
な
出
品
を
展
示

し
て
お
り
、
農
産
物
は
比
較
的
少

な
く
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
写
真
、

活
け
花
な
ど
趣
味
の
会
の
出
品
が

多
い
。
作
品
に
は
、
金
賞
、
銀
賞
、

銅
賞
、
区
長
賞
、
館
長
賞
な
ど
が

貼
ら
れ
て
い
た
。

　

一
通
り
見
学
し
終
え
た
ら
、
役

員
さ
ん
が
無
料
の
キ
ノ
コ
汁
の
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
。
参
加
者
は
、

温
か
い
キ
ノ
コ
汁
を
食
べ
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
、
笑
顔
で
帰

っ
て
い
っ
た
。

　

今
回
、
更
科
公
民
館
の
文
化
祭

に
参
加
し
て
み
て
、
「
公
民
館
は

集
う
場
所
」
で
あ
る
と
、
あ
ら
た

め
て
感
じ
た
。　
　
　
　

（
Ｕ
）

～
更
科
分
館
～

公
民
館
は
集
う
場
所

取れたて新鮮野菜と自慢の盆栽が出品された



３ 文化なかの /08.12
一生懸命についた餅

分館活動レポート
特 集

　

高
社
山
の
麓
、
赤
岩
公
民
館
の

総
合
文
化
祭
が
11
月
３
日
開
催
さ

れ
た
。

　

さ
つ
き
の
会
を
は
じ
め
と
し
て
、

お
花
の
会
、
俳
句
の
会
な
ど
に
よ

る
芸
術
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ

た
。
個
人
的
に
は
、
科
野
小
学
校

６
年
生
が
描
い
た
俳
句
と
絵
手
紙

が
融
合
し
た
作
品
が
目
を
引
い
た
。

写
真
に
あ
る
の
は
、
今
は
ト
ン
と

見
な
く
な
っ
た
、
わ
ら
馬
だ
。
昭

和
53
年
、
中
野
市
で
国
体
の
剣
道

競
技
が
行
わ
れ
た
と
き
、
選
手
と

役
員
に
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
た

の
が
、
こ
の
赤
岩
の
わ
ら
馬
だ
。

か
つ
て
は
各
地
で
盛
ん
に
作
ら
れ

て
い
た
、
わ
ら
細
工
。
ぜ
ひ
後
世

に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
仲
間

を
募
っ
て
い
る
と
の
と
。

　

夕
方
６
時
か
ら
は
、
芸
能
祭
。

民
謡
踊
り
の
会
、
大
正
琴
の
会
、

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
、
新
道
組
、
上

町
組
の
皆
さ
ん
に
よ
る
発
表
が
行

わ
れ
た
。
趣
味
か
芸
術
か
は
と
も

か
く
、
一
生
懸
命
演
じ
る
姿
に
あ

た
た
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
ト

リ
を
飾
っ
た
の
は
謡
曲
の
会
に
よ

る
「
謡
」
、
演
題
は
「
柏
崎
」
だ
。

ふ
つ
う
、
謡（
う
た
い
）は
昔
の
言

葉
で
歌
わ
れ
、
詩
の
内
容
が
理
解

し
が
た
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を

演
劇
に
し
て
い
る
の
で
、
親
し
み

易
く
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
哀

愁
と
笑
い
を
誘
う
演
技
は
、
感
動

的
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。
（
え
）

～
赤
岩
分
館
～

一
生
懸
命
な
演
技

　

豊
田
地
区
穴
田
分
館
の
文
化
祭

が
、
秋
晴
れ
の
11
月
２
日
に
穴
田

公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

　

公
民
館
の
玄
関
を
入
る
と
大
輪

の
菊
が
迎
え
て
く
れ
た
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
絵
画
、
書
、

写
真
、
水
引
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
穴
田
の
方
の

多
彩
な
文
化
活
動
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

大
広
間
で
は
、
保
育
園
児
の
元

気
も
り
も
り
体
操
で
発
表
会
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
小
学
生
に
よ
る
ダ

ン
ス
や
寿
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
も
続
き
、
会
場
か
ら
は

ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
か
か
る
ほ
ど

盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、
特
別
参

加
と
し
て
長
野
市
か
ら
豊
野
マ
ジ

ッ
ク
愛
好
会
７
名
の
方
に
も
来
て

い
た
だ
き
、
華
麗
な
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
彩
り
を
添
え

て
い
た
。

　

公
民
館
前
の
広
場
で
は
、
お
で

ん
や
肉
ま
ん
な
ど
の
販
売
も
あ
り
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
文

化
祭
の
最
後
は
餅
つ
き
で
す
。
小

学
生
も
一
生
懸
命
餅
つ
き
を
し
、

つ
き
た
て
の
熱
々
の
お
餅
を
み
ん

な
で
楽
し
く
味
わ
っ
て
い
た
。
穴

田
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
集
い
と
な

っ
た
文
化
祭
だ
っ
た
。
（
ら
）

～
穴
田
分
館
～

温
か
い
文
化
祭

熱心な演奏

ぜひ後世に受け継いでいきたい「わら馬」



４

　

岩
井
の
現
村
落
は
、
千
曲
川

右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
し

て
い
る
が
、
も
と
か
ら
こ
こ
に

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
東
方

の
字
月
岡
に
隣
接
す
る

山
麓
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

鳴
沢
山
な
ど
の
岩
間
か
ら

涌
き
出
る
水
が
流
れ
く
だ

っ
て
い
た
の
で
こ
の
地
を

岩
井
（
祝
）
と
い
っ
た
。

岩
井
村
は
岩
井
地
名
に
ち
な
ん

だ
村
名
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
山
麓
の
西
方
に
は

上
土
浮
、
中
土
浮
、
下
土
浮
な

ど
の
地
名
が
帯
状
に
つ
ら
な
っ

て
い
る
。
先
学
は
千
曲
川
が
か

つ
て
こ
こ
を
流
れ
て
い
た
た
め
と

い
う
。
そ
の
後
、
千
曲
川
は
流
路

を
か
え
て
、
北
へ
直
線
的
に
流
れ

る
よ
う
に
な
り
、
右
岸
に
自
然
堤

防
を
形
成
す
る
。

　

い
つ
の
頃
か
、
月
岡
界
隈
の
人

達
は
、
こ
こ
に
移
り
住
む
。
文
書

に
み
え
る
こ
の
岩
井
村
の
初
見
は

天
文
21
年
（
一
五
五
二
）
で
あ
る
。

そ
の
後
こ
の
岩
井
か
ら
わ
か
れ
て
、

東
岩
井
が
開
発
さ
れ
、
分
立
す
る
。

そ
れ
は
元
和
２
年
（
一
六
一
六
）

と
も
慶
安
５
年
（
一
六
五
二
）
と

も
い
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、

岩
井
村
の
成
立
以
後
で
あ
る
。
こ

の
東
岩
井
は
岩
井
の
旧
地
で
あ
る
、

月
岡
近
く
な
の
で
、
東
岩
井
こ
そ

古
い
の
だ
と
い
わ
れ
も
す
る
が
、

前
述
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
岩

井
こ
そ
本
村
だ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

ち
な
み
に
飯
山
城
将
を
つ

と
め
、
米
沢
で
も
上
杉
家
中
に

あ
っ
て
重
き
を
な
し
た
岩
井

氏
は
そ
れ
以
前
に
一
時
岩
井
を
領

し
、
字
月
岡
に
館
を
構
え
て
い
た
。

岩
井
の
地
名
を
と
っ
て
、
氏
名
と

し
た
ほ
ど
に
、
岩
井
と
は
縁
が
深
く

忘
却
で
き
な
い
武
将
で
あ
る
。

（
田
中　
毅
）

　

岩
井
地
区
は
、
飯
山
市
堺
に

位
置
し
て
い
る
中
野
市
北
部
の

地
域
で
あ
り
、
世
帯
数
91
戸
の

区
の
中
で
分
館
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、
区

民
は
も
と
よ
り
、
児
童
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
老
人
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か

け
「
三
世
代
交
流
花
火
大
会
」

を
８
月
に
開
催
、
30
数
名
の
参

加
を
得
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
毎
年
実
施
し
て
い

る
「
人
権
教
育
懇
談
会
」
に
は
20

数
名
出
席
の
中
で
、
男
性
・
女
性

の
仕
事
と
役
割
か
ら
家
庭

内
の
協
力
性
な
ど
、
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倭
地
区
分
館
協

議
会
の
最
大
事
業
「
や
ま

と
大
海
水
浴
」
に
、
岩
井

分
館
も
参
加
し
海
水
浴
の

ほ
か
、
ス
イ
カ
割
り
、
宝

探
し
、
最
近
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
食
育
の
お
話
」
な
ど
が

あ
り
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

（
分
館
長　

山
田
敏
郎
）

岩 井 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

岩
井
の
村
落
移
動

編
集
委
員

　
だ
よ
り

～盛況だった「やまと海水浴」～

　

11
月
14
日
に
野
沢
温
泉
村
で

開
か
れ
た
中
高
社
会
教
育
研
究

大
会
へ
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
野
市
、
山
ノ
内
町
、
木
島

平
村
、
野
沢
温
泉
村
の
各
団
体

が
教
育
や
地
域
づ
く
り
な
ど
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
、
私
も

「
ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ
」
の

一
員
と
し
て
経
験
談
や
意
見
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
委
員

　
だ
よ
り

　

各
団
体
の
活
動
内
容
は
様
々

で
す
が
、
共
通
の
課
題
は
▽
参

加
者
数
▽
団
体
の
後
継
者
、
若

者
の
参
加
▽
金
銭
面
な
ど
。
悩

み
は
ど
こ
の
団
体
も
同
じ
よ
う

で
し
た
。

　

解
決
の
た
め
の
妙
案
が
簡
単

に
見
つ
か
る
わ
け
で
は
な
い
で

す
が
、
中
野
市
に
限
ら
ず
、
少

し
広
い
範
囲
で
情
報
収
集
す
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

市
町
村
や
ジ
ャ
ン
ル
と
表
面

的
な
違
い
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
成

功
例
に
学
び
、
共
通
の
課
題
を

照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

別
の
機
会
で
聞
い
た
話
で
す

が
、
逆
に
最
悪
は
、
自
己
中
心

的
で
い
つ
で
も
「
私
は
や
っ
て

る
、
あ
な
た
に
原
因
が
あ
る
」

で
他
人
を
批
判
し
自
分
を
省
み

な
い
。
外
部
か
ら
の
情
報
を
立

ち
切
り
、
意
志
疎
通
も
図
ら
な

い
…
。
私
も
耳
が
い
た
い
話
だ

と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

人
と
会
い
話
す
こ
と
、
こ
れ

ほ
ど
自
分
の
た
め
に
な
り
楽
し

い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
連
携
」
も
、
お
互
い
の
情
報

交
換
と
意
志
疎
通
か
ら
。
外
に

は
楽
し
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
よ

う
に
も
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　

編
集
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

苅
和
武
史

熱
心
に
課
題
を
検
討
す
る
参
加
者



中
央
公
民
館

講座名 日　時 場 所 講　師 備　　考

西
部
公
民
館

新年“ちからもち”
　　　　書初め会

１/ ６㈫
 10：00 ～ 15：00 西部公民館  町井秀治さん

＜定員＞30名
＜対象＞小・中学生
＜受講料＞餅代 100 円
＜持ち物＞書道用具、
　　　　　書初め用習字紙、
　　　　　箸、お椀
＜申込み＞12月16日㈫から

ものづくり教室
１/10 ㈯
 10：00 ～ 12：00 西部公民館  原　楫さん

＜定員＞20名
＜受講料＞材料費 300 円
＜持ち物＞三角巾、エプロン
＜申込み＞12月16日㈫から

豊
田
公
民
館

ものづくり １/10 ㈯
 10：00 ～ 12：00

もみじ荘

 信州中野
 ふるさと
 交流団
 のみなさん

＜定員＞20名
＜受講料＞材料費 100 円
＜持ち物＞はさみ、お盆、
　　　　　エプロン
＜申込み＞12月26日㈮まで

５ 文化なかの /08.12

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

新春のつどい

展　　示 墨雲会・小筆の会の 書　 道　 展中央公民館　展示コーナー

　新年のご挨拶は豊田文化センターでどうぞ。
　勇壮なふるさと太鼓の演奏をお楽しみください。～あったかーいとん汁をどうぞ～

日　時　１月２日（金）10：45 ～ 11：30　※新春走り初め大会終了後から始めます
場　所　豊田文化センター　駐車場



　　　公民館報『文化なかの』特集：編集委員の体験取材！・分館活動レポート

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

イチョウ /北公園（月岡尚雄）

季節のコラム

花と季節の写真
募　  集

　

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

　

宛
先
は
中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

ドングリ /一本木（月岡尚雄）

紅白 /文化公園・創造館付近（メタ坊）

七五三 /（BUSI）

　

わ
が
国
で
は
、
先
ご
ろ
新
内
閣

が
組
閣
さ
れ
、
米
国
で
は
次
期
大

統
領
が
選
出
さ
れ
た
。
中
野
市
で

も
任
期
を
残
し
て
の
故
青
木
市
長

に
代
っ
て
小
田
切
市
長
が
誕
生
し

た
。

　

季
節
の
上
で
は
締
め
く
く
り
の

時
期
で
も
あ
り
混
沌
と
し
た
世
の

な
か
で
は
あ
る
が
、
明
日
へ
向
っ

て
「
さ
あ
、
や
ろ
う
！
」
の
風
が

吹
き
始
め
た
よ
う
だ
。

　

明
る
い
展
望
が
開
け
る
新
年
を

迎
え
た
い
。
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